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昨
年
10
月
22
日
第
48
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
自
公
両

党
で
３
１
３
議
席
を
獲
得
し
、
衆

議
院
議
席
の
３
分
の
２
を
超
え
大

勝
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
安
倍
政
権
の
こ
れ
ま

で
の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
こ
と

と
、野
党
が
自
爆
し
た
も
同
然
で
、

準
備
不
足
の
上
、
分
裂
状
態
で
選

挙
戦
に
臨
ん
だ
こ
と
と
の
論
評
が

あ
り
ま
す
。

　

当
選
挙
区
で
は
、
自
民
党
の
中

村
裕
之
氏
が
３
選
を
果
た
し
、
立

憲
民
主
党
の
本
多
平
直
氏
も
比
例

区
で
当
選
致
し
ま
し
た
が
、
与
野

党
と
い
う
立
場
の
違
い
は
あ
る
も

の
の
、
地
域
課
題
解
決
の
た
め
、

両
代
議
士
に
は
、
大
い
に
ご
活
躍

を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

安
倍
総
理
は
、
日
本
の
生
産
年

齢
人
口
が
こ
こ
数
年
で
３
９
０
万

人
減
少
す
る
中
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
向
上

を
図
る
た
め
「
働
き
方
改
革
」
を

提
唱
し
、
国
会
に
お
い
て
裁
量
労

働
制
へ
の
取
り
組
み
が
論
議
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も
労
働

時
間
の
縮
減
に
は
至
ら
な
い
と
の

議
論
も
あ
り
、
生
産
性
向
上
に
結

び
つ
く
展
開
に
な
る
の
か
不
透
明

で
あ
り
ま
す
。
取
り
分
け
庁
舎
内

に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
度
よ
り

研
修
の
機
会
を
持
ち
、
取
り
進
め

て
き
た
人
事
評
価
制
度
の
導
入
に

よ
り
、
職
員
の
成
長
に
結
び
つ
く

よ
う
な
意
義
あ
る
目
標
設
定
を
促

し
、
公
正
な
評
価
と
職
務
行
動
を

通
じ
て
顕
在
化
し
た
能
力
や
職
務

遂
行
結
果
に
よ
る
客
観
的
な
評
価

を
行
い
、
行
政
事
務
の
効
率
化
、

人
材
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
は
「
北
海
道
」
と
命
名
さ

れ
て
１
５
０
年
を
迎
え
ま
す
が
、

明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
の
節
目

の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
大
政
奉
還

に
よ
り
１
５
０
年
前
、
明
治
日
本

の
新
し
い
国
創
り
は
、
薩
摩
、
長

州
両
藩
を
中
心
と
す
る
若
き
志
士

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
身
分
制
を

廃
止
し
、
全
て
の
日
本
人
を
従
来

の
制
度
や
習
慣
か
ら
解
き
放
ち
、

一
方
で
植
民
地
支
配
の
波
が
ア
ジ

ア
に
押
し
寄
せ
る
大
き
な
危
機
感

と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し

た
。
国
難
と
も
呼
ぶ
べ
き
危
機
を

克
服
す
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の

日
本
国
民
が
力
を
結
集
し
、
そ
の

原
動
力
と
な
り
近
代
化
を
一
気
に

推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

は
、
若
も
の
、
よ
そ
も
の
、
ば
か

も
の
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
北

海
道
の
開
拓
も
国
の
拓
殖
政
策
の

中
で
温
暖
な
気
候
の
本
州
か
ら
の

若
い
家
族
の
人
々
が
、
酷
寒
の
北

海
道
へ
移
住
入
殖
さ
れ
、
現
在
に

至
る
礎
を
築
い
て
下
さ
い
ま
し

た
。

　

今
、
真
狩
村
の
生
産
年
齢
層
に

あ
る
世
代
も
、
本
村
に
入
植
し
て

か
ら
の
５
代
目
が
主
流
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
１
５
０
年
の
歴
史

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
先
人
達
の

労
苦
を
讃
え
る
と
共
に
、
先
住
民

族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
、
自

然
と
の
共
生
を
大
切
に
し
て
育
ん

数
の
増
加
、
賃
上
げ
な
ど
雇
用
・

所
得
環
境
は
改
善
し
、
経
済
の
好

循
環
が
実
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
隅
々
ま
で
そ
の
効
果

が
波
及
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
国
・
地
方
の
債
務

残
高
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
倍
程
度
に
膨

ら
み
、
な
お
も
更
な
る
累
積
が
見

平
成
30
年
度

　
　

村
政
執
行
方
針

真
狩
村
長

　佐
々
木
和
見

村
政
推
進
の
基
本
姿
勢

　

国
内
経
済
は
、
こ
れ
ま
で
の
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
政
策
の
実
施

に
よ
り
、
企
業
収
益
は
過
去
最
高

を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
就
業
者

行
財
政
に
つ
い
て

■
財
政
の
現
状
と
予
算
編
成

　

に
つ
い
て

で
き
た
そ
の
文
化
を
尊
び
、
食
糧

基
地
北
海
道
を
自
負
し
、
こ
れ
か

ら
の
50
年
先
、
１
０
０
年
先
の
北

海
道
の
未
来
を
描
き
な
が
ら
、
次

世
代
へ
引
き
継
い
で
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
取
り
組

み
を
進
め
て
か
ら
３
年
目
に
入
り

ま
す
。
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
達
成
度
指
標
）

を
示
し
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
お

り
ま
す
が
、
全
道
の
状
況
は
、
平

成
25
年
か
ら
の
５
年
間
の
資
料
を

見
ま
す
と
、
経
過
と
と
も
に
前
年

比
転
入
超
過
市
町
村
の
数
が
増
え

て
お
り
、
増
加
人
口
は
一
桁
か
ら

札
幌
市
の
よ
う
に
８
０
０
０
人
規

模
と
様
々
で
あ
り
ま
す
が
、
29
年

は
26
市
町
村
で
あ
り
ま
し
た
。
真

狩
村
は
25
年
、
28
年
に
ラ
ン
ク
イ

ン
し
て
お
り
人
口
減
少
率
は
、
抑

制
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　
「
真
狩
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
遂
行

の
中
、
本
村
の
確
か
な
未
来
を
築

い
て
行
く
た
め
に
も
人
口

２
０
０
０
人
の
村
の
維
持
に
努

め
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
、
希
望

に
満
ち
、
心
身
の
健
康
を
育
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
と
多
様

な
関
わ
り
を
持
つ
人
々
を
更
に
拡

大
し
、
都
市
と
農
村
が
共
生
す
る

機
会
を
築
い
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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平成３０年度　村政執行方針

込
ま
れ
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
る
中
、国
は
、

「
経
済
再
生
な
く
し
て
財
政
健
全

化
な
し
」
を
基
本
と
し
、
基
礎
的

財
政
収
支
の
黒
字
化
を
目
指
す
と

い
う
目
標
を
堅
持
し
な
が
ら
、
誰

も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
充
実
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向

け
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
、
希
望

出
生
率
１
・
８
、介
護
離
職
ゼ
ロ
と

い
う
「
新
三
本
の
矢
」
に
沿
っ
た

施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
日
本
経
済
全
体
の
持
続
的
拡

大
、
均
衡
が
図
ら
れ
る
事
を
強
く

望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
村
で
も
、
国

の
経
済
対
策
の
動
向
に
十
分
注
視

す
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
柔
軟
、
か
つ
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
行
政

運
営
を
進
め
て
い
か
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

本
村
の
平
成
30
年
度
予
算
で
あ

り
ま
す
が
、
一
般
会
計
と
五
つ
の

特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額

は
、
36
億
６
３
４
万
５
千
円
と
な

り
、対
前
年
度
比
７
・
６
％
の
増
と

な
っ
て
お
り
、一
般
会
計
予
算
は
、

29
億
４
３
７
７
万
７
千
円
と
な

り
、対
前
年
度
比
９
・
３
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
村
税

で
、
給
与
所
得
、
営
業
所
得
等
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏

ま
え
た
税
収
を
見
込
み
ま
し
た

が
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
所
得

は
、
主
要
農
作
物
の
市
場
価
格
が

堅
調
に
推
移
し
、
大
幅
に
増
加
し

た
前
年
と
比
べ
、
平
年
並
み
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
、
前

年
度
か
ら
６
９
５
万
６
千
円
減
額

の
課
税
標
準
額
２
億
１
８
４
１
万

９
千
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
収
入

割
合
が
45
％
を
占
め
る
地
方
交
付

税
は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
で
、

地
方
税
等
の
増
税
を
見
込
ん
だ
こ

と
か
ら
地
方
交
付
税
が
減
額
さ

れ
、
前
年
度
か
ら
４
５
０
０
万
円

減
額
の
13
億
２
０
０
０
万
円
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
不
足

す
る
財
源
に
つ
い
て
は
、
財
政
調

整
基
金
や
公
共
施
設
整
備
基
金
な

ど
の
基
金
を
３
億
４
０
７
３
万
７

千
円
取
崩
し
て
補
填
し
、
収
支
の

均
衡
を
図
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
で
、
維
持

補
修
工
事
費
の
減
額
や
国
民
健
康

保
険
事
業
の
都
道
府
県
化
に
伴
う

事
務
処
理
標
準
シ
ス
テ
ム
の
整
備

費
の
減
額
に
よ
り
特
別
会
計
繰
出

金
が
減
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
か
ら
３
８
６
２
万
４
千
円

の
減
額
、
消
防
費
で
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
の
備
品
購
入
費
の
減
額
な

ど
に
よ
り
３
６
５
３
万
４
千
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
総
務
費

で
、
ア
ナ
ロ
グ
無
線
の
廃
止
に
伴

う
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
更
新

工
事
な
ど
に
よ
り
６
７
０
０
万
９

千
円
の
増
額
、
商
工
費
で
、
ま
っ

か
り
温
泉
１
号
井
の
老
朽
化
に
よ

る
３
号
井
掘
削
及
び
施
設
整
備
工

事
な
ど
に
よ
り
３
８
３
２
万
３
千

円
の
増
額
、
土
木
費
で
錦
ｂ
団
地

の
公
営
住
宅
建
設
工
事
や
ひ
か
り

団
地
造
成
に
伴
う
６
号
線
改
修
工

事
な
ど
に
よ
り
２
億
２
４
６
６
万

４
千
円
の
増
額
と
な
り
、
総
額
で

前
年
度
を
９
・
３
％
増
額
す
る
予

算
編
成
と
し
ま
し
た
。

　

本
村
の
限
ら
れ
た
行
政
資
産
や

財
源
の
有
効
活
用
を
図
り
な
が

ら
、
真
狩
村
総
合
計
画
や
真
狩
村

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画

な
ど
、
各
種
計
画
に
基
づ
く
施
策

を
着
実
に
実
現
す
る
と
と
も
に
、

行
政
全
般
に
わ
た
る
コ
ス
ト
意
識

を
一
層
高
め
な
が
ら
、
経
費
の
節

減
に
よ
る
予
算
の
執
行
と
村
税
を

は
じ
め
と
す
る
収
入
の
的
確
な
確

保
を
図
り
、
安
定
し
た
財
政
基
盤

の
維
持
に
努
め
、
地
方
創
生
に
対

応
し
た
行
政
事
務
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

■
安
全
で
安
心
な
村
づ
く
り

　

に
つ
い
て

　

消
防
・
救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
、

火
災
防
御
態
勢
に
万
全
を
期
す
地

域
消
防
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
最

も
身
近
な
存
在
で
あ
る
消
防
団
に

つ
い
て
は
、
人
口
減
少
に
伴
い
、

団
員
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
状
況
の
中
、
団
員
定
数
を
確
保

し
な
が
ら
必
要
な
安
全
装
備
品
の

整
備
等
を
進
め
、
現
場
活
動
の
向

上
と
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

防
災
業
務
に
つ
い
て
は
、
真
狩

村
地
域
防
災
計
画
が
平
成
25
年
度

に
作
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
近
年
に

お
け
る
大
災
害
の
教
訓
や
防
災
関

係
法
令
の
改
正
を
踏
ま
え
た
国
の

防
災
基
本
計
画
、
北
海
道
地
域
防

災
計
画
の
改
正
な
ど
に
伴
い
修
正

を
行
い
ま
す
。

　

住
民
へ
防
災
情
報
を
伝
達
す
る

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
平

成
34
年
度
に
ア
ナ
ロ
グ
無
線
の
廃

止
に
伴
い
、
現
在
の
機
器
が
使
用

で
き
な
く
な
る
た
め
、
多
様
化
・

高
度
化
す
る
通
信
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
更
新
し

ま
す
。
ま
た
、
災
害
発
生
に
伴
う

避
難
所
開
設
時
に
避
難
者
の
情
報

伝
達
手
段
と
な
る
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
環
境
を
役
場
庁
舎
及
び
各
学
校

に
設
置
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

村
民
の
交
通
安
全
意
識
の
啓
発
に

努
め
る
と
と
も
に
、
村
民
参
加
に

よ
る
交
通
安
全
運
動
を
推
進
す
る

ほ
か
、
警
察
署
を
は
じ
め
交
通
関

係
団
体
並
び
に
各
町
内
会
や
地

区
、
そ
し
て
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
各
種
取
組
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
消

費
者
を
騙
す
悪
質
な
商
法
が
年
々

巧
妙
化
す
る
中
、
本
村
を
含
め
周

辺
７
町
村
で
設
置
し
た
「
よ
う
て

い
地
域
消
費
生
活
相
談
窓
口
」
に

お
い
て
、
住
民
か
ら
の
苦
情
処
理

の
た
め
の
あ
っ
せ
ん
や
相
談
に
応

じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
消
費
者

行
政
活
性
化
基
金
を
活
用
し
な
が

ら
相
談
窓
口
の
維
持
、
充
実
に
努

め
、
消
費
者
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
の
消
費
者
行
政
に
積

極
的
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
行
政
諸
事
務
に
つ
い
て

　

職
員
の
人
事
評
価
制
度
の
導
入

に
よ
り
、
職
員
の
主
体
的
な
職
務

遂
行
や
自
己
啓
発
を
促
し
、
職
員

の
人
材
育
成
と
組
織
の
活
性
化
を

図
り
、
適
材
適
所
の
人
事
配
置
や

給
与
等
へ
の
反
映
な
ど
、
能
力
実
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昨
年
は
、
春
先
の
強
風
や
６
月

の
低
温
、
９
月
の
台
風
18
号
の
暴

風
雨
な
ど
に
よ
る
厳
し
い
気
象
条

件
の
中
で
の
営
農
と
な
り
ま
し

た
。
農
作
物
の
品
質
・
収
量
は
、

平
年
並
み
か
ら
や
や
上
回
り
ま
し

た
が
市
場
価
格
は
安
値
相
場
で
推

移
し
農
業
粗
生
産
額
は
前
年
を
大

き
く
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
）
及
び
日
欧
経

済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の
大
筋

合
意
な
ど
、
国
際
貿
易
交
渉
が
大

き
く
進
展
し
ま
し
た
が
、
関
税
の

引
き
下
げ
や
撤
廃
な
ど
農
業
に

と
っ
て
は
、
先
行
き
不
透
明
な
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

国
が
改
訂
し
た
「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ

Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
」
に
基
づ
く

体
質
強
化
対
策
や
経
営
安
定
対
策

な
ど
を
活
用
し
持
続
可
能
な
収
益

直
接
支
払
交
付
金
事
業
」
は
、
農

業
の
持
続
的
発
展
と
農
業
の
有
す

る
多
面
的
機
能
の
健
全
な
発
揮
を

図
る
た
め
に
、
環
境
保
全
に
効
果

の
高
い
営
農
活
動
に
対
し
て
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
エ
ゾ
シ
カ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
等

の
鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害
防
止
対

策
」
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ

捕
獲
機
材
の
箱
罠
、
鹿
捕
獲
機
材

の
く
く
り
わ
な
を
国
の
補
助
制
度

を
活
用
し
て
拡
充
し
て
ま
い
り
ま

す
。わ
な
免
許
取
得
に
係
る
経
費
、

侵
入
防
止
柵
、
捕
獲
機
材
等
の
購

入
費
に
対
し
て
も
引
き
続
き
助
成

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
農
地
の
区
画
整
理

や
排
水
改
良
に
取
り
組
み
、
収
益

性
の
高
い
農
業
経
営
を
実
現
す
る

た
め
に
「
農
業
競
争
力
強
化
基
盤

整
備
事
業
（
道
営
事
業
）」
の
採

択
に
向
け
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
農
業
分
野

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用

し
て
い
る
方
を
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱

し
、
情
報
収
集
を
行
い
導
入
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
方
々
へ
情
報

提
供
を
行
い
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス

シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

力
強
い
農
業
で
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
の
実
現

　

酪
農
・
畜
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、

乳
牛
の
資
質
の
向
上
に
向
け
、
よ

う
て
い
乳
牛
検
定
組
合
運
営
事
業

補
助
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
村
営

美
原
牧
場
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
指
定
管
理
者
に
よ
る
健
全
で
効

果
的
な
管
理
運
営
の
た
め
指
定
管

理
料
を
措
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
未

来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進
事

業
」
を
活
用
し
、
民
有
林
整
備
の

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
森

林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
発
揮

す
る
た
め
に
は
、
適
切
な
森
林
計

画
や
計
画
的
な
森
林
資
源
の
利
用

が
不
可
欠
で
す
が
、
森
林
の
手
入

れ
を
行
う
地
域
住
民
が
減
少
し
、

適
切
な
森
林
整
備
が
行
わ
れ
て
い

な
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
地
域
住
民
に
よ
る
森
林
の
手

入
れ
等
の
共
同
活
動
に
取
り
組
む

「
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
交
付
金
」
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
村
有
林
に
お
い
て
も
、

保
育
林
に
つ
い
て
下
刈
事
業
を
実

施
し
適
切
な
森
林
施
業
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

績
に
基
づ
く
人
事
管
理
を
推
進
し

な
が
ら
主
体
性
・
自
立
性
に
満
ち

た
職
員
を
育
成
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

特
定
個
人
情
報
取
扱
事
務
に
つ

い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
よ

り
事
業
者
は
、
個
人
番
号
及
び
特

定
個
人
情
報
が
漏
え
い
、
滅
失
又

は
毀
損
す
る
こ
と
な
く
適
切
な
管

理
を
行
う
た
め
に
、
各
種
の
安
全

管
理
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
組
織
体
制

の
整
備
、
事
務
取
扱
者
の
監
督
や

教
育
、
特
定
個
人
情
報
等
を
取
り

扱
う
区
域
の
管
理
や
機
器
及
び
電

子
媒
体
等
の
盗
難
防
止
、
ア
ク
セ

ス
制
御
や
外
部
か
ら
の
不
正
ア
ク

セ
ス
等
の
防
止
な
ど
に
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年

性
の
高
い
農
業
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
で
は
、
米

政
策
や
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
制

度
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
収
入
保

険
制
度
の
導
入
、
土
地
改
良
法
の

改
正
な
ど
、
国
に
お
け
る
幅
広
い

農
政
改
革
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
動
き
に
的
確
に
対
応

し
、
農
業
の
振
興
・
活
性
化
に
つ

な
が
る
取
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
「
Ｊ
Ａ
よ
う
て
い

第
５
次
農
業
振
興
計
画
」
が
策
定

さ
れ
ま
す
が
、
村
と
い
た
し
ま
し

て
も
「
力
強
い
農
業
」「
豊
か
な

魅
力
あ
る
農
村
」の
実
現
に
向
け
、

以
下
の
主
要
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
農

地
等
の
地
域
資
源
の
維
持
・
継
承

の
取
組
み
と
し
て
、「
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
事
業
」
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

農
地
維
持
支
払
交
付
金
と
資
源
向

上
支
払
交
付
金
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り
、「
農
地
法
面
の
草
刈
、
農

道
等
の
維
持
等
の
基
礎
的
保
全
活

動
」
と
「
地
域
資
源
の
質
的
向
上

を
図
る
」
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
活
動

に
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

環
境
と
調
和
し
た
農
業
の
推
進

に
取
り
組
む
「
環
境
保
全
型
農
業

度
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針
や
行
動
指
針
等
の

策
定
や
事
務
室
内
へ
の
職
員
以
外

の
立
ち
入
り
を
制
限
す
る
な
ど
の

対
策
を
講
じ
な
が
ら
適
正
な
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
と
と
も
に
進
め
る

「
協
働
の
村
づ
く
り
」
に
は
、
情

報
の
共
有
化
は
重
要
な
こ
と
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
開
か
れ
た
村

民
本
位
の
行
政
を
よ
り
推
進
す
る

た
め
、
村
政
懇
談
会
や
村
政
推
進

会
議
な
ど
を
通
じ
て
、
広
く
村
民

の
意
見
を
行
政
施
策
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
村
広
報
誌
の
充
実

や
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
無
線

等
を
有
効
に
活
用
し
、
行
政
情
報

の
提
供
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
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地
域
活
性
化
と
商
工
観
光
の
推
進

　
「
真
狩
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
総
合
戦

略
」
の
目
標
達
成
に
向
け
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

雇
用
の
場
の
創
出
も
地
域
活
性

化
の
た
め
の
大
き
な
要
素
で
あ
り

ま
す
が
、
最
近
は
労
働
力
不
足
も

否
め
ず
、
こ
の
確
保
も
大
き
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。

　

後
志
総
合
振
興
局
に
よ
る
、
し

り
べ
し
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」

マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ン
と
連
携
し
、

夏
場
の
労
働
者
確
保
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
が
、
併
せ
て
改
修
を
終

え
た
研
修
セ
ン
タ
ー
の
営
業
も
農

業
従
事
者
や
移
住
・
定
住
者
向
け

の
お
試
し
な
ど
の
宿
泊
所
と
し
て

開
始
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
対
策
と
し
て
、
新

た
な
宅
地
を
村
民
及
び
移
住
・
定

住
者
に
提
供
す
る
た
め
、
光
地
区

の
旧
普
及
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
村
有

地
を
活
用
し
て
団
地
造
成
工
事
を

２
ヵ
年
計
画
で
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
民
間
に
よ
る
賃
貸
共
同
住
宅

建
設
に
対
す
る
助
成
も
引
き
続
き

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
よ
り
利
用
者
の
利

便
性
を
高
め
る
た
め
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
申
し
込
み
・

決
済
の
取
り
扱
い
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
返
礼
品
の
新
た
な
特
産

品
の
掘
り
起
こ
し
や
人
気
商
品
の

充
実
を
図
り
、
真
狩
村
応
援
者
の

増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
お
い

て
は
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
物
産
展
な
ど

地
域
お
こ
し
の
支
援
、
情
報
の
発

信
な
ど
様
々
な
地
域
協
力
活
動
を

行
な
い
な
が
ら
、
除
隊
後
の
本
村

定
住
へ
と
結
び
つ
く
活
動
を
担
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

北
海
道
新
幹
線
が
開
通
し
て
３

年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
新
幹
線
札

幌
駅
の
構
想
も
具
体
化
し
つ
つ
あ

る
中
、
札
幌
延
伸
に
向
け
、
ト
ン

ネ
ル
の
掘
削
な
ど
着
々
と
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
11
月
に
は
、
小
樽
・
余
市

間
の
高
速
道
路
が
開
通
す
る
予
定

で
す
が
、
国
内
を
訪
れ
る
外
国
人

客
も
２
９
０
０
万
人
を
数
え
、
道

内
に
も
そ
の
１
割
近
く
が
訪
れ
て

お
り
、
高
速
交
通
網
の
整
備
と
併

せ
て
、
数
年
前
よ
り
取
り
組
ん
で

い
る
、「
よ
う
て
い
西
い
ぶ
り
連

携
会
議
」
に
よ
る
広
域
で
の
ニ
セ

コ
エ
リ
ア
を
は
じ
め
、
西
い
ぶ
り

へ
の
来
訪
者
の
導
き
方
な
ど
拠
点

整
備
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、

工
会
に
お
い
て
も
小
規
模
事
業
者

の
持
続
的
発
展
の
た
め
の
既
存
商

工
業
者
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

地
域
経
済
の
持
続
的
な
成
長
と

活
性
化
の
た
め
に
は
、
中
小
事
業

者
の
育
成
・
強
化
が
必
要
で
あ
り
、

商
工
会
の
運
営
、
会
員
の
経
営
改

善
普
及
事
業
や
活
性
化
推
進
、
研

修
等
の
事
業
、
毎
年
恒
例
の
お
盆

お
楽
し
み
祭
り
事
業
、
ま
っ
か
り

バ
ル
街
事
業
に
つ
い
て
も
、
よ
り

一
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

図
れ
る
場
と
の
位
置
づ
け
か
ら
補

助
を
継
続
す
る
も
の
で
す
。

　

商
工
会
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
の

販
売
促
進
事
業
等
の
商
工
業
活
性

化
事
業
に
対
し
て
も
補
助
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

指
定
管
理
施
設
で
あ
る
ま
っ
か

り
温
泉
は
、
温
泉
井
戸
の
掘
削
開

始
よ
り
25
年
以
上
経
過
し
、
特
に

１
号
井
の
老
朽
化
が
進
み
湯
量
の

確
保
が
困
難
な
状
況
に
な
り
ポ
ン

プ
へ
の
障
害
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
年
３
本
目
の
新

た
な
温
泉
掘
削
を
行
い
温
泉
湯
量

の
確
保
と
燃
料
費
の
軽
減
を
図
り

安
定
し
た
経
営
を
目
指
し
、
引
き

続
き
利
用
者
の
増
加
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
外
国

人
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
英
語
版

新
た
な
圏
域
で
の
観
光
連
携
、
災

害
対
策
、
人
口
減
少
問
題
対
策
な

ど
地
域
に
お
け
る
問
題
に
つ
い
て

連
携
を
深
め
、
本
年
開
設
さ
れ
る

宮
古
―
室
蘭
フ
ェ
リ
ー
航
路
へ
の

就
航
を
活
用
し
、
よ
う
て
い
・
西

い
ぶ
り
の
Ｐ
Ｒ
事
業
を
実
施
し
新

た
な
地
域
と
の
交
流
を
図
り
ま

す
。

　

国
内
経
済
は
各
種
政
策
の
効
果

も
あ
っ
て
、
緩
や
か
に
回
復
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
商
工
会
は

会
員
事
業
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
多
種
多
様
な
支
援
を
行
う
こ

と
、
ま
た
地
域
に
根
ざ
し
た
住
民

生
活
に
貢
献
し
て
い
く
使
命
を
も

持
っ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

会
員
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が

進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
を
充
分
に

果
た
す
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

村
で
は
創
業
支
援
事
業
を
創
設

し
、
こ
れ
ま
で
５
件
の
新
規
創
業

者
が
開
店
を
し
、
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
賑
わ
い
を
見
せ
て
お

り
、
経
済
産
業
省
か
ら
も
人
口
規

模
の
割
合
か
ら
す
る
と
起
業
率
が

高
い
と
、
注
目
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
真
狩
村
小
規
模
企
業
振

興
基
本
条
例
に
則
り
、
地
域
社
会

の
発
展
に
資
す
る
べ
く
、
本
年
も

引
き
続
き
、
新
た
な
創
業
者
の
支

援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
商

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
置
や
道

の
駅
内
に
お
け
る
案
内
業
務
や
観

光
情
報
の
発
信
・
村
の
Ｐ
Ｒ
を
継

続
し
て
行
い
、
観
光
協
会
に
お
い

て
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
昨

年
よ
り
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

行
い
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
や
観
光
資
源
の
掘
起
こ
し
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
昨
年
も
姉
妹
都
市
交
流
を
兼

ね
讃
岐
う
ど
ん
の
物
販
な
ど
売
り

上
げ
増
加
に
努
め
て
お
り
ま
す

が
、
引
続
き
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
積

極
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

真
狩
村
の
Ｐ
Ｒ
と
共
に
道
の
駅
と

し
て
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
向
上

に
取
り
組
み
、
入
込
み
数
の
増
加

に
向
け
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

羊
蹄
山
自
然
公
園
に
つ
き
ま
し

て
は
、
山
の
日
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

公
園
内
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ェ
ス
を
開

催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
登

山
愛
好
者
を
含
め
多
く
の
方
々
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
に
お
い

て
も
子
ど
も
達
の
夏
休
み
期
間
中

に
開
催
し
、
利
用
者
の
増
加
と
公

園
の
活
性
化
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
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当
た
る
46
・
８
４
％
分
を
倶
知
安

町
を
含
む
７
町
村
が
負
担
す
る
こ

と
と
な
り
、
真
狩
村
の
負
担
率
は

４
・
７
８
％
と
な
り
ま
す
。

　

実
際
の
解
体
費
用
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
の
実
施
設
計
に
よ

り
算
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
補
助
金
、
起
債
等
の
財
源
を

確
保
す
る
た
め
に
解
体
費
用
負
担

の
発
生
は
来
年
度
以
降
と
な
る
予

定
で
す
。

　

羊
蹄
山
麓
環
境
衛
生
組
合
で

は
、
昨
今
、
急
増
し
て
い
る
各
種

工
事
現
場
の
仮
設
ト
イ
レ
に
つ
い

て
、
建
設
法
で
定
め
て
い
る
建
設

業
種
が
設
置
し
た
場
合
に
限
り
、

１
基
に
つ
き
１
千
円
を
し
尿
処
理

手
数
料
に
新
た
に
加
算
し
、
施
設

を
利
用
す
る
住
民
の
負
担
と
の
不

公
平
感
を
解
消
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
障
害
者
及
び
障
害
児
が
個
人

の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
日
常
生

活
、
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
な

い
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け

隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
あ
い
な
が

ら
共
生
す
る
社
会
を
目
指
す
こ
と

と
さ
れ
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
制
度
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
昨
年
、「
第
３
期
真

狩
村
障
害
者
計
画
・
第
４
期
真
狩

村
障
害
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
29
年
度
に

国
か
ら
示
さ
れ
た
「
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
及
び
障
害
児
通
所
支

援
等
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る

た
め
の
基
本
的
な
指
針
」
に
基
づ

き
、「
第
４
期
真
狩
村
障
害
福
祉

計
画
」
を
改
訂
し
、
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
障
害
者
等
の
相
談
支

援
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
確
保

等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
の
独
自
施
策
で
あ
る

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
、

福
祉
手
当
及
び
障
害
者
等
施
設
通

所
交
通
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
福
祉
バ

ス
運
行
事
業
に
つ
い
て
は
、
か
ね

て
か
ら
ご
意
見
の
あ
っ
た
利
用
実

態
の
改
善
を
図
る
た
め
、
事
業
の

見
直
し
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

近
年
の
家
族
構
成
の
変
化
や
地
域

の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
に
よ
っ

て
、
子
育
て
に
不
安
や
孤
立
感
を

感
じ
る
家
庭
は
少
な
く
な
い
状
況

に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

子
育
て
に
生
き
が
い
と
喜
び
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備

し
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を
実
感

で
き
る
む
ら
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
ま
っ
か
り
保
育

所
で
は
、
就
労
や
疾
病
等
で
家
庭

保
育
が
で
き
な
い
１
歳
児
か
ら
２

歳
児
に
対
し
て
は
保
育
所
と
し
て

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
３
歳
以
上

の
子
ど
も
た
ち
に
は
幼
児
教
育
を

組
み
込
み
、
一
体
的
に
心
身
と
も

に
健
康
な
子
ど
も
の
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
と
定
住
・
移
住
者
の

積
極
的
な
受
入
れ
の
推
進
の
た

め
、
55
％
削
減
す
る
利
用
者
負
担

額
の
特
例
は
継
続
い
た
し
ま
す
。

　

一
時
預
か
り
事
業
や
子
育
て
を

す
る
若
い
世
帯
の
相
互
交
流
の

場
、
子
育
て
相
談
、
情
報
提
供
、

助
言
な
ど
の
援
助
を
真
狩
村
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
ゆ

う
」
を
拠
点
と
し
て
、
家
庭
と
地

域
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
子
育
て

支
援
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
小
学
校
に
就
学
し
て
い

る
４
年
生
以
下
の
児
童
に
対
し
、

授
業
の
終
了
後
に
適
切
な
遊
び
や

生
活
の
場
を
与
え
る
こ
と
に
よ

り
、
児
童
の
健
全
な
育
成
と
子
育

て
家
庭
を
支
援
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
事

業
の
実
施
、
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た
な
国

健
や
か
に
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
急

速
な
進
展
を
受
け
、
単
身
世
帯
の

増
加
や
後
期
高
齢
者
の
急
増
な
ど

地
域
社
会
は
大
き
く
変
化
し
、
支

援
を
必
要
と
す
る
人
は
ま
す
ま
す

増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
健
康
づ
く
り
」
と
は
、
病
気

が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
誰
も
が

将
来
向
き
あ
う
加
齢
や
疾
病
な
ど

の
変
化
に
対
応
す
る
準
備
を
行

い
、
健
や
か
な
状
態
を
つ
く
り
・

保
ち
続
け
る
と
い
っ
た
「
予
防
」

の
視
点
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
生
活
習
慣
病
対
策
に

お
い
て
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期

ま
で
継
続
し
て
、
生
活
習
慣
の
改

善
や
、
病
気
進
行
の
抑
制
・
重
症

化
予
防
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
村
民

の
方
に
特
定
健
康
診
査
や
各
が
ん

検
診
な
ど
を
受
診
し
て
い
た
だ

き
、
受
診
者
自
身
が
健
診
結
果
を

理
解
し
て
体
の
変
化
に
気
づ
き
、

自
ら
が
生
活
習
慣
の
改
善
と
実
践

が
出
来
る
よ
う
積
極
的
な
保
健
指

導
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

母
子
保
健
対
策
で
は
、
こ
れ
ま

で
妊
産
婦
や
新
生
児
へ
の
支
援
事

業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
更

に
開
業
助
産
院
と
連
携
を
強
化

し
、
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
と

し
て
集
団
相
談
を
実
施
す
る
ほ

か
、
子
育
て
を
始
め
る
母
親
を
対

象
に
新
た
に
育
児
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
出
産
の
産
褥
期

に
あ
る
母
親
の
体
と
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
及
び
社
会
的
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

と
と
も
に
、
新
生
児
及
び
乳
児
の

養
育
の
た
め
、
助
産
師
に
よ
る
産

後
ケ
ア
訪
問
事
業
は
拡
充
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
は
新

た
に
不
妊
治
療
費
及
び
不
育
症
治

療
費
に
対
す
る
助
成
事
業
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
高
額
な
治
療
費

の
負
担
や
、
流
死
産
の
経
験
か
ら

の
精
神
的
な
苦
悩
に
よ
り
出
産
を

あ
き
ら
め
て
い
た
若
い
ご
夫
婦
に

適
正
な
検
査
と
治
療
を
受
け
て
い

た
だ
き
、
子
ど
も
を
産
み
・
育
て

る
夢
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
応
援

い
た
し
ま
す
。

　

一
般
廃
棄
物
処
理
で
は
、
倶
知

安
町
旧
ご
み
焼
却
処
理
施
設
の
解

体
に
つ
い
て
羊
蹄
山
麓
地
域
広
域

処
理
連
絡
協
議
会
で
費
用
の
負
担

割
合
が
整
い
協
議
書
を
締
結
い
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
倶
知

安
町
が
施
設
を
単
独
使
用
し
て
い

た
期
間
分
は
、
す
べ
て
負
担
し
、

利
用
全
期
間
の
共
同
利
用
期
間
に
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民
健
康
保
険
制
度
に
お
い
て
、
北

海
道
は
財
政
運
営
の
中
心
的
な
責

任
主
体
と
し
て
役
割
を
担
い
、
村

は
住
民
と
身
近
な
関
係
を
保
ち
つ

つ
、
地
域
で
の
き
め
細
か
な
窓
口

事
業
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
村
で
は
賦
課
方

式
を
現
行
の
４
方
式
か
ら
、
世
帯

所
得
と
加
入
者
数
・
世
帯
数
か
ら

の
３
方
式
賦
課
に
変
更
し
、
固
定

資
産
税
額
に
80
％
の
税
率
を
か
け

て
い
た
資
産
割
は
廃
止
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
北
海
道
の
国
保
加

入
者
の
う
ち
年
金
生
活
者
・
無
職

者
が
45
％
を
占
め
、
若
年
世
代
で

も
約
30
％
が
低
所
得
層
で
占
め
ら

れ
て
い
る
中
で
、
居
住
の
た
め
の

家
屋
が
賦
課
対
象
に
な
る
こ
と

や
、
全
道
の
国
保
加
入
者
の
約

80
％
近
く
が
３
方
式
で
賦
課
さ
れ

て
お
り
、
北
海
道
で
も
標
準
的
保

険
税
額
の
算
定
方
法
と
し
て
決
定

し
た
こ
と
か
ら
採
用
を
判
断
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

国
保
税
の
賦
課
限
度
額
に
つ
い

て
は
、
昨
年
か
ら
段
階
的
に
国
基

準
と
の
整
合
性
を
図
っ
て
お
り
、

本
年
度
は
４
万
円
を
引
き
上
げ
、

89
万
円
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
５
割
軽
減
、
２
割
軽

減
の
判
定
所
得
に
つ
い
て
も
引
き

上
げ
が
決
ま
っ
て
お
り
、
村
と
し

て
も
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改

　

村
民
の
皆
様
の
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

公
営
住
宅
や
道
路
・
橋
梁
、
簡
易

水
道
・
下
水
道
な
ど
の
生
活
基
盤

と
な
る
社
会
資
本
の
整
備
を
将
来

に
わ
た
っ
て
、
良
好
か
つ
安
定
的

に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
施
設
の
効
率
的

な
管
理
と
計
画
的
な
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
６
号
線

舗
装
補
修
工
事
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
本
路
線
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ひ
か
り
団
地
分
譲
地
の
造

成
に
伴
う
区
間
の
道
路
改
良
工
事

も
実
施
い
た
し
ま
す
。
そ
の
他
村

道
及
び
河
川
の
維
持
補
修
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
域
か
ら
の
要
望
や

集
中
豪
雨
な
ど
で
破
損
し
た
箇
所

を
中
心
に
、
村
道
舗
装
修
繕
計
画

を
策
定
し
、
緊
急
性
の
高
い
箇
所

か
ら
優
先
的
に
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

橋
梁
長
寿
命
化
事
業
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
老
朽
化
し
た
橋

梁
の
点
検
調
査
を
計
画
的
に
進
め

る
と
と
も
に
、
長
寿
命
化
に
資
す

る
補
修
設
計
業
務
委
託
及
び
補
修

工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
社
会
資
本
整
備
の
推
進

　

除
雪
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

冬
期
間
の
安
全
な
交
通
確
保
と
快

適
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
本

年
度
も
直
営
路
線
及
び
委
託
路

線
、
貸
与
路
線
に
区
分
し
て
、
効

果
的
な
除
排
雪
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
真
狩
村
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
」
に
基
づ
き
、
本
年
度
は
、

錦
ｂ
団
地
、
２
棟
８
戸
の
建
設
工

事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

既
存
公
営
住
宅
の
屋
上
防
水
・
外

壁
改
修
工
事
や
屋
根
塗
装
工
事
な

ど
を
行
い
、
長
期
的
活
用
や
住
宅

環
境
の
改
善
を
図
り
、
適
正
な
維

持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
広
場
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用
者

の
高
齢
化
や
各
自
治
体
で
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
が
整
備
・
運
営
さ
れ
て

い
る
中
、
当
施
設
の
入
込
数
は
、

年
々
減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
本
年
度
も
入
込
数
の
増
加

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
細

川
た
か
し
杯
や
真
狩
村
長
杯
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
、
ま
た
、

後
志
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
業
な

ど
、
魅
力
あ
る
事
業
の
展
開
に
よ

り
、
利
用
者
の
確
保
を
図
っ
て
ま

正
に
伴
い
軽
減
基
準
額
を
改
定
い

た
し
ま
す
。

　

新
た
な
国
保
制
度
に
よ
り
、
北

海
道
の
す
べ
て
の
市
町
村
と
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
共
有
し
、
相

互
扶
助
の
精
神
の
下
、
自
分
た
ち

の
新
た
な
国
保
制
度
と
し
て
よ
り

良
い
も
の
に
育
て
て
い
く
こ
と
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

脳
ド
ッ
ク
事
業
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
か

ら
の
助
成
事
業
と
し
て
後
期
高
齢

者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
本
年
度
か
ら
３
年
間
で
助
成

が
段
階
的
に
削
減
・
廃
止
と
な
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
村
と
し
て

は
、
自
己
負
担
を
３
千
円
と
し
ま

す
が
、
こ
の
期
間
に
限
り
受
診
定

員
を
30
人
ま
で
増
員
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
各
健
康
診
断
や
が
ん

検
診
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
事
業
は
、
高
齢
者
の
健
康
の
維

持
・
増
進
の
た
め
引
き
続
き
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
が
重
度
の
要
介
護
状
態

に
な
っ
た
場
合
で
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人

生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、
介
護

予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
、
有
機
的
か

つ
一
体
的
に
提
供
す
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　

村
で
は
、「
第
７
期
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
本
年

度
か
ら
３
カ
年
計
画
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
た
取
組
み
を
拡
充
す
る
と
と

も
に
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
生
活
支
援

の
担
い
手
養
成
・
発
掘
な
ど
の
地

域
資
源
開
発
や
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
図
る
た
め
実
施
す
る
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
、

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
々
の

権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
支
援
を

行
う
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
真
狩

村
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
一
層

深
化
・
推
進
す
る
た
め
、
有
用
な

人
材
を
確
保
し
な
が
ら
実
施
体
制

の
強
化
を
図
り
、
社
会
福
祉
協
議

会
へ
の
運
営
補
助
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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い
り
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
配
水
管
及
び
電
気
機
械
設
備

等
の
老
朽
化
に
伴
い
、
平
成
25
年

度
か
ら
10
年
間
で
更
新
事
業
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
本
年
度
も
、
配
水
管
布
設
替

工
事
及
び
次
年
度
分
の
配
水
管
布

設
替
工
事
実
施
設
計
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
流
量
計
電
気
計

装
設
備
更
新
工
事
や
量
水
器
取
替

工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。今
後
も
、

施
設
等
の
適
正
な
維
持
管
理
を
行

い
な
が
ら
、
安
全
な
水
の
安
定
供

給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
供
用
開
始
か
ら
18
年
が
経
過

し
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
機
械
及
び

電
気
設
備
の
老
朽
化
に
伴
い
、
機

器
の
更
新
を
行
う
必
要
が
出
て
き

て
お
り
ま
す
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
長

寿
命
化
計
画
に
伴
い
、
本
年
度
か

ら
２
ヶ
年
の
計
画
で
、
電
気
設
備

更
新
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
33
年
度
以
降
に
実

施
予
定
の
機
器
更
新
工
事
に
向
け

た
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

を
策
定
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
、

浄
化
セ
ン
タ
ー
や
管
渠
等
の
適
正

な
維
持
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
快

適
な
生
活
環
境
の
向
上
と
公
共
用

水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

食
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
少

子
化
が
進
む
中
で
、
こ
れ
ま
で
の

助
成
に
加
え
、
通
学
費
用
助
成
、

閉
寮
帰
省
バ
ス
運
行
費
助
成
の
拡

充
、
英
語
検
定
受
験
費
用
の
助
成

な
ど
を
行
い
、
保
護
者
負
担
の
軽

減
対
策
を
講
じ
、
管
内
外
の
生
徒

募
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
環
境
整
備
に
お
い
て
は
、
児

童
生
徒
、
教
職
員
が
安
全
で
快
適

な
学
習
や
生
活
が
送
れ
る
よ
う
施

設
・
設
備
等
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

教
員
住
宅
改
修
工
事
、
真
狩
小

学
校
玄
関
改
修
工
事
、
真
狩
高
等

学
校
玄
関
等
改
修
工
事
、
寄
宿
舎

ボ
イ
ラ
ー
及
び
煙
突
改
修
工
事
な

ど
の
施
設
整
備
の
ほ
か
、
各
小
学

校
へ
の
実
物
投
影
機
、
中
学
校
へ

の
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
教

材
・
一
般
備
品
の
整
備
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

■
社
会
教
育
の
推
進

　

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
策
定

し
た
第
９
期
社
会
教
育
中
期
計
画

（H
30

～H
34

）
の
目
指
す
姿
で

あ
る
「
住
民
が
笑
顔
で
集
い
、
つ

教
育
条
件
整
備
で
人
づ
く
り

■ 

学
校
教
育
の
推
進

　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、
確

か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か

な
体
を
備
え
た
「
生
き
る
力
」
を

育
む
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

学
習
や
生
活
の
面
で
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
生
徒
の
サ
ポ
ー
ト

充
実
の
た
め
、
特
別
支
援
学
級
を

設
置
し
、
ま
た
特
別
支
援
教
育
支

援
員
を
継
続
し
て
配
置
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
組
織
を
見
直

し
、
関
係
機
関
が
情
報
を
共
有
す

る
中
、
幅
広
い
支
援
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
新

学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
外
国

語
教
育
の
充
実
の
た
め
に
英
語
学

習
講
師
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
2
人
に
増

員
し
、
保
育
所
、
高
等
学
校
を
含

め
た
英
語
教
育
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
開
設

か
ら
６
年
目
を
迎
え
る
「
有
機
農

業
コ
ー
ス
」「
野
菜
製
菓
コ
ー
ス
」

の
取
組
の
定
着
を
図
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、

各
種
販
売
実
習
を
通
し
て
地
域
へ

の
貢
献
、村
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
努
め
、

地
域
に
愛
さ
れ
る
高
校
を
目
指
す

と
と
も
に
、農
業
の
知
識
を
持
つ
、

な
が
り
、
行
動
す
る
真
狩
村
」
の

実
現
に
向
け
、
計
画
に
基
づ
き
各

種
事
業
を
展
開
し
、
生
涯
学
習
活

動
推
進
や
芸
術
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び

　

平
成
30
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
歳
入
不
足
を
補
填
す

る
た
め
、
３
億
円
超
え
の
基
金
を

取
り
崩
し
て
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を

図
り
ま
し
た
。

　

町
村
が
自
主
性
・
自
立
性
を
発

揮
し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
安
心
安
全
な
地
域
社
会
づ
く
り

や
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
進
め

て
行
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
地

方
交
付
税
等
や
自
主
財
源
の
安
定

的
な
確
保
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

各
町
村
が
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

を
行
い
財
政
支
出
の
削
減
に
努
め

な
が
ら
、
災
害
や
公
共
施
設
の
老

朽
化
に
対
処
す
る
た
め
の
基
金
の

増
加
を
問
題
視
す
る
議
論
も
少
な

か
ら
ず
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
理

由
に
地
方
交
付
税
を
削
減
す
る
こ

と
は
、
到
底
認
め
ら
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
の
町
村
相

互
の
連
携
を
強
固
な
も
の
と
し
、

国
に
対
し
地
方
交
付
税
総
額
を
は

じ
め
と
す
る
一
般
財
源
の
総
額
が

確
実
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
強
く
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
平
昌
大
会

も
道
産
子
を
含
む
日
本
参
加
選
手

の
活
躍
に
よ
り
最
多
の
メ
ダ
ル
数

を
獲
得
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
中

で
も
女
子
カ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
の

銅
メ
ダ
ル
と
ゲ
ー
ム
中
の
「
そ
だ

ね
ー
」
と
い
う
北
海
道
弁
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
に
は
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
感
銘
を
受
け
ら
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
職
員
と
も
ど
も
協
調

性
を
図
り
つ
つ
精
励
に
勤
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
並
び

に
村
民
の
皆
様
の
特
段
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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平成３０年度　教育行政執行方針

平
成
30
年
度

　教
育
行
政
執
行
方
針

　教
育
長

　藤
澤

　祐
二

学
校
教
育

■
小
・
中
学
校
教
育

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
特
色
あ

る
教
育
活
動
を
展
開
し
、
児
童
生
徒

の
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、
健
や

か
な
体
な
ど
「
生
き
る
力
」
を
育
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、基
礎
的
な
知
識
・

技
能
等
の
習
得
と
と
も
に
、
問
題
を

解
決
す
る
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現

力
を
養
う
こ
と
が
重
要
な
こ
と
と
し

て
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
た
な
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
教
育
の
実
践

や
蓄
積
を
活
か
し
、
子
ど
も
達
が
未

来
社
会
を
切
り
開
く
た
め
の
資
質
・

能
力
を
一
層
確
実
に
育
成
す
る
こ
と

が
基
本
的
な
考
え
と
し
て
示
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

子
ど
も
達
の
確
か
な
成
長
を
願

い
、
保
護
者
、
地
域
、
学
校
が
相
互

に
連
携
を
深
め
、
積
極
的
に
向
き
合

い
、
体
験
的
で
探
求
的
な
学
習
が
で

き
る
多
様
な
学
び
場
を
提
供
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

学
力
向
上
に
向
け
た
取
組
み
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
」「
ほ
っ
か
い
ど
う
チ
ャ

レ
ン
ジ
テ
ス
ト
」「
教
科
用
テ
ス
ト
」

な
ど
に
取
り
組
む
中
で
、
学
習
内
容

の
定
着
状
況
を
把
握
し
、
指
摘
さ
れ

て
い
る
家
庭
で
の
学
習
習
慣
や
テ
レ

ビ
視
聴
時
間
・
ゲ
ー
ム
等
の
使
用
時

間
な
ど
生
活
規
律
の
指
導
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
成
果
と
し
て
効
果
が
あ
っ

た
振
り
返
り
を
は
じ
め
、
反
復
演
習

や
放
課
後
の
個
別
指
導
、
長
期
休
業

中
の
補
習
な
ど
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

新
た
に
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要

領
の
外
国
語
教
育
に
向
け
て
は
、
小

学
校
に
お
い
て
、
設
け
ら
れ
た
授
業

時
数
の
全
面
実
施
に
あ
わ
せ
、
中
学

校
に
お
い
て
は
３
級
以
上
の
英
語
検

定
の
受
験
料
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
２
人
に
増
員
し
、
英

語
教
育
の
充
実
・
拡
充
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
安
全
で
安
心
な
教
育

環
境
づ
く
り
は
、
必
要
不
可
欠
な
こ

と
と
し
て
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

登
下
校
の
見
守
り
体
制
の
充
実
、

い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
の
早
期
発
見
・

早
期
対
応
に
あ
わ
せ
、
相
談
体
制
の

確
立
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
定
期

指
導
体
制
な
ど
「
学
校
支
援
地
域
本

部
事
業
」
を
通
じ
、
地
域
全
体
で
見

守
る
環
境
づ
く
り
と
と
も
に
、
教
科

教
材
の
充
実
、
施
設
の
改
修
・
整
備

な
ど
引
き
続
き
、
取
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

全
て
の
教
育
に
と
っ
て
「
言
語
」

の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
子
ど
も

達
の
様
々
な
思
考
力
を
養
う
上
で
、

読
書
は
重
要
な
こ
と
と
し
て
考
え
て

お
り
ま
す
。　

　

読
み
聞
か
せ
や
学
校
図
書
室
の
整

理
、
移
動
図
書
、
フ
リ
ー
図
書
棚
の

設
置
な
ど
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連

携
を
深
め
、ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
、

さ
ら
な
る
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

将
来
を
担
う
児
童
生
徒
の
教
育
に

直
接
携
わ
る
教
師
の
資
質
や
能
力
に

負
う
と
こ
ろ
は
、
極
め
て
大
き
い
も

の
が
あ
り
、
絶
え
間
ざ
る
研
修
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

校
内
研
修
を
は
じ
め
、
各
種
研
修

会
を
主
体
的
に
受
講
し
、
学
び
続
け

る
姿
勢
を
保
ち
な
が
ら
教
師
と
し
て

の
力
量
や
人
間
性
、
感
性
を
高
め
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
高
等
学
校
教
育

　

社
会
人
と
し
て
自
立
し
て
生
き
て

い
く
能
力
を
養
い
、
将
来
の
進
路
を

決
定
す
る
高
等
学
校
教
育
は
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
人
生
を
左
右
す
る
重

要
な
役
割
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

真
狩
高
校
で
は
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
を
基
軸
と
し
た
中
で
、
地
方

創
生
の
一
つ
の
柱
と
し
て
、
生
産
だ

け
で
は
な
く
、
流
通
販
売
ま
で
の
６

次
産
業
化
を
目
指
し
、「
農
業
の
知

識
を
持
つ
、食
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」

と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
育

成
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

｢

有
機
農
業
コ
ー
ス｣

「
野
菜
製

菓
コ
ー
ス
」
を
設
置
し
、
６
年
目
を

迎
え
、
３
期
目
の
卒
業
生
を
社
会
に

送
り
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ｉ
Ｔ
産
業
の
進
展

な
ど
、
急
速
に
変
化
す
る
環
境
は
、

私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

が
な
く
、
ど
の
よ
う
な
社
会
に
な
る

の
か
将
来
を
見
通
す
こ
と
も
困
難
な

時
代
へ
と
向
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
き
な
変
革
時
へ
の
対
応
、
そ
し

て
予
測
が
困
難
で
、変
化
が
激
し
く
、

多
様
性
が
高
ま
る
社
会
の
中
で
は
、

自
立
し
て
生
き
て
い
く
力
を
高
め
、

お
互
い
を
理
解
し
、
思
い
や
る
心
、

そ
し
て
共
に
支
え
あ
う
心
が
持
て
る

子
ど
も
達
を
育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
人
材
の
育
成

を
担
う
、
教
育
の
果
た
す
役
割
は
、

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ど
の
よ
う
な
時
代
に
な
っ
て
も
、

子
ど
も
た
ち
が
自
立
精
神
に
あ
ふ

れ
、
夢
や
希
望
に
挑
戦
し
、
心
豊
か

で
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
続
け

て
い
け
る
心
と
体
を
育
む
教
育
を
村

一
体
と
な
っ
た
中
で
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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「
野
菜
製
菓
コ
ー
ス
」
に
お
い
て

は
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
製
菓

衛
生
師
国
家
試
験
の
全
員
合
格
を
目

指
し
、高
校
生
カ
フ
ェ
「
ラ
ミ
ッ
カ
」

の
開
店
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
販

売
実
習
を
通
じ
、
新
た
な
ス
イ
ー
ツ

の
開
発
や
技
術
の
習
得
に
あ
わ
せ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
へ
の
貢
献
、

村
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
有
機
農
業
コ
ー
ス
」
に
お
い
て

は
、
有
機
栽
培
や
環
境
保
全
に
関
す

る
知
識
や
技
術
を
養
い
、
環
境
に
配

慮
し
た
安
全
で
安
心
な
食
料
の
安
定

供
給
に
よ
る
持
続
可
能
な
農
業
を
支

え
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
「
大
豆
百
粒
運
動
」
に
お
い

て
は
、
生
徒
が
「
ジ
ュ
ニ
ア
豆
腐
マ

イ
ス
タ
ー
」の
資
格
を
取
得
す
る
中
、

北
海
道
古
来
の
大
豆
を
育
成
・
収
穫

し
、
そ
れ
を
商
品
化
す
る
事
業
を
継

続
し
、豆
腐
だ
け
で
は
な
く
、ス
イ
ー

ツ
に
も
拡
大
し
、
両
コ
ー
ス
の
生
徒

が
相
互
に
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

組
み
に
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
学
び

合
う
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

少
子
化
の
進
展
に
よ
り
、
減
少
す

る
入
学
志
願
者
の
中
、生
徒
募
集
は
、

高
校
経
営
・
存
続
に
向
け
た
大
き
な

課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
種
々
助
成
に
加
え
、
通
学
費

用
の
半
額
助
成
、
閉
寮
帰
省
バ
ス
運

行
費
の
さ
ら
な
る
助
成
の
充
実
、
３

級
以
上
の
英
語
検
定
受
験
料
の
全
額

支
援
な
ど
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
策

を
図
り
、
管
内
外
の
生
徒
の
募
集
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
の
成
長
に
は
、
様
々

な
経
験
や
体
験
・
交
流
を
通
し
て
学

ぶ
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

農
業
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、
各
部
活

動
の
各
種
大
会
、研
修
等
へ
の
出
場
、

参
加
に
支
援
を
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、
不
安
な
国
際
情
勢

を
鑑
み
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た

グ
ア
ム
で
の
農
業
研
修
を
見
送
り
、

国
内
研
修
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、
状
況
が

好
転
し
な
い
限
り
、
国
内
で
の
研
修

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
４
学
年
に
お
い
て
実
施

し
て
お
り
ま
す
「
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド

農
業
実
習
派
遣
事
業
」
で
す
が
、
平

成
30
年
度
に
生
徒
１
名
を
派
遣
し
ま

す
が
、意
欲
あ
る
生
徒
が
い
る
限
り
、

今
後
も
継
続
す
る
中
、
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
徒
に
と
っ
て
、
進
学
・
就
職
は

人
生
最
初
の
岐
路
で
あ
り
、
進
路
指

導
は
将
来
を
左
右
す
る
重
要
な
こ
と

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
託
実
習
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、
企
業
見
学
会
な
ど
種
々
体

験
学
習
を
通
し
て
、
勤
労
観
や
職
業

観
を
育
み
、
進
路
を
選
択
す
る
能
力

を
養
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
３
年
生
に
お
き
ま
し
て
は
、

進
路
相
談
、
保
護
者
懇
談
会
な
ど
生

徒
・
保
護
者
・
教
師
が
三
位
一
体
と

な
っ
た
指
導
体
制
に
よ
り
、
適
切
な

進
路
方
向
に
導
き
、
悔
い
の
残
ら
な

い
指
導
へ
の
取
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

保
護
者
に
と
っ
て
子
ど
も
の
成
長

は
、
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
、
特
に
、

親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
我
が
子
の
生

活
は
、
常
に
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

家
庭
訪
問
や
父
母
懇
談
会
な
ど
保

護
者
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
る
生
徒

指
導
を
行
い
、
寄
宿
舎
の
環
境
整
備

と
と
も
に
、
生
活
指
導
を
徹
底
す
る

な
ど
、
常
に
き
め
細
か
な
指
導
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
経
営
を
進
め
て
い
く
上
で
、

地
域
と
の
交
流
、
連
携
、
協
力
は
重

要
な
こ
と
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

学
校
開
放
講
座
の
開
設
、
郷
土
芸

能
の
保
存
活
動
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
、
環
境
美
化
を
は
じ
め
、
高

齢
者
住
宅
の
除
雪
な
ど
、
種
々
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
住

民
と
の
信
頼
、
連
携
を
よ
り
深
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
真
狩
高
校

が
、
村
民
の
皆
様
か
ら
わ
が
村
の
高

校
と
し
て「
地
域
に
愛
さ
れ
る
高
校
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
特
別
支
援
教
育

　
「
学
校
は
楽
し
い
と
こ
ろ
」
で
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
発

達
・
成
長
過
程
は
、
個
々
様
々
で
あ

り
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
個
性
に
相
応
す

る
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
持
て
る
力
を
高

め
、
生
活
や
学
習
上
の
困
難
を
改
善

し
、
克
服
す
る
た
め
の
適
切
な
指
導

及
び
必
要
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

特
別
支
援
学
級
の
設
置
や
小
・
中

学
校
へ
の
特
別
教
育
支
援
員
を
配
置

す
る
な
ど
、
子
ど
も
達
の
成
長
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
就
学
時
に
お
け
る
指
導

だ
け
で
は
な
く
、乳
幼
児
か
ら
児
童
・

生
徒
の
成
長
を
常
に
見
守
り
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
組
織
・
体
制
を
拡

充
し
、
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の

関
係
機
関
が
情
報
の
共
有
化
を
図

り
、
連
携
し
た
中
で
継
続
的
か
つ
早

期
対
応
に
向
け
た
特
別
支
援
教
育
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
小
・
中
・
高
校
の
連
携

　

学
校
間
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の

交
流
、
さ
ら
に
は
教
職
員
間
の
交
流

を
通
じ
、
連
携
を
深
め
、
相
互
に
研

鑽
し
合
う
環
境
づ
く
り
は
、
こ
れ
か

ら
の
教
育
に
必
要
か
つ
重
要
な
こ
と

と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

教
職
員
間
に
お
い
て
は
、
授
業
参

観
、
授
業
研
究
な
ど
学
校
間
の
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
、
時
間
が
許
す
限

り
、
積
極
的
な
参
加
を
促
し
、
ま
た
、

現
在
進
め
て
い
る
高
校
と
小
学
校
の

生
徒
・
児
童
に
お
け
る
作
付
け
か
ら

収
穫
、
そ
し
て
豆
腐
づ
く
り
ま
で
の

「
大
豆
学
習
」
は
、
相
互
に
学
び
、

体
験
し
、
交
流
す
る
連
携
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
事
業

を
基
盤
と
す
る
中
で
、
小
・
中
・
高

校
の
連
携
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
充
を

目
指
し
、
幅
広
い
交
流
・
連
携
事
業

を
可
能
な
限
り
、
模
索
し
て
ま
い
り

ま
す
。

■
食
育
の
推
進

　

元
気
で
い
き
い
き
と
活
動
す
る
児

童
生
徒
を
育
成
し
、一
人
ひ
と
り
が
、

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、

食
育
が
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、「
知

育
」「
徳
育
」「
体
育
」
の
全
て
の
教

育
活
動
の
土
台
と
し
て
、
大
切
な
教

育
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

食
育
の
教
材
で
あ
る
学
校
給
食
を

通
じ
、安
全
で
安
心
な
正
し
い
「
食
」

の
選
択
、
栄
養
面
を
含
め
た
調
理
方

法
、
地
域
古
来
の
伝
統
文
化
、
生
産

者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
を
身
に

つ
け
る
と
と
も
に
、
し
っ
か
り
食
べ
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■
生
涯
学
習
の
振
興

　

潤
い
の
あ
る
生
活
と
活
力
あ
ふ
れ

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
村
民
が
積
極
的
に
学
ぶ
意
欲
の

高
揚
に
あ
わ
せ
、
学
ぶ
た
め
の
環
境

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

生
涯
学
習
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

生
涯
に
わ
た
り
、
自
由
で
主
体
的
な

学
習
に
よ
り
、
自
ら
を
高
め
、
心
豊

な
人
間
性
を
育
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
地
区
で
展
開
さ
れ
て
い
る
生
涯

教
育
振
興
会
（
学
習
会
）
の
活
動
の

よ
り
一
層
の
期
待
と
支
援
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

個
々
の
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
、
生

活
形
態
・
嗜
好
が
多
様
化
し
て
い
る

中
で
、
社
会
教
育
の
推
進
は
、
難
し

い
現
状
を
迎
え
て
お
り
、
活
性
化
に

向
け
た
創
意
工
夫
と
指
導
者
と
な
る

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
、
重
要
な
こ
と

と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。
事
業
を

展
開
す
る
に
は
、行
政
の
み
な
ら
ず
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
取
組
み
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

村
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
幅
の
広
い

学
習
活
動
の
場
と
時
代
に
即
応
し
た

情
報
を
提
供
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
30
年
度
を
初
年
度
と

し
て
向
こ
う
５
年
間
の
方
向
性
を
示

め
す
「
第
９
期
真
狩
村
社
会
教
育
中

期
計
画
」
を
策
定
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
時
代
を
背
景
に
村

民
一
人
ひ
と
り
が
「
生
き
が
い
」
と

「
ゆ
と
り
あ
る
人
生
」
を
過
ご
し
て

い
た
だ
き
、
子
ど
も
達
に
は
種
々
体

験
活
動
を
通
し
て
、
心
豊
か
で
た
く

ま
し
く
生
き
ぬ
く
力
を
育
ん
で
い
た

だ
く
よ
う
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
芸
術
文
化
の
振
興

　

芸
術
文
化
を
「
観
て
・
触
れ
て
・

体
験
し
・
感
じ
る
」
こ
と
は
、
心
の

豊
か
さ
を
も
た
ら
し
、
豊
か
な
感
性

と
教
養
を
育
み
ま
す
。

社
会
教
育

　

芸
術
文
化
に
親
し
む
機
会
の
提
供

や
文
化
財
の
保
護
・
保
存
は
重
要
な

責
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、「
北
海
道
」
と

命
名
さ
れ
、１
５
０
年
を
迎
え
ま
す
。

各
種
協
賛
事
業
が
開
催
さ
れ
る
の
に

あ
た
り
、
今
一
度
、
真
狩
村
の
伝
統
、

文
化
、
歴
史
、
芸
術
の
歩
み
を
振
り

返
り
、
ふ
る
さ
と
真
狩
村
へ
の
思
い

を
馳
せ
る
と
と
も
に
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
達
へ
伝
統
・
文
化
を
引
き
継

い
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
「
羊
蹄
ふ
る
さ
と
館
」
の
活
用
に

向
け
た
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
、

郷
土
芸
能
で
あ
る
「
浦
安
の
舞
」「
真

狩
祝
い
太
鼓
」
の
継
承
な
ど
関
係
組

織
・
団
体
の
協
力
を
賜
る
中
で
、
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
真
狩

小
学
校
が
開
校
１
２
０
周
年
、
真
狩

高
等
学
校
が
開
校
70
周
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
ま
す
。
特
別
な
式
典
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
記
念
す
べ
き

行
事
を
行
う
の
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
の
歴
史
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝

統
を
振
り
返
り
、
歴
代
校
長
を
は
じ

め
教
職
員
の
皆
様
、保
護
者
を
含
め
、

関
係
さ
れ
た
皆
様
の
御
労
苦
に
感
謝

を
表
し
、
今
後
に
向
け
た
さ
ら
な
る

飛
躍
を
村
民
の
皆
様
と
祝
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

心
身
の
健
全
な
発
達
、
人
と
人
と

の
交
流
を
通
じ
て
深
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
希
薄
化
す
る
人
間

関
係
を
修
復
し
、
社
会
を
形
成
す
る

上
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
期
待
さ
れ
る
役
割

や
機
能
は
、
年
々
高
ま
っ
て
お
り
ま

す
。

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ

教
室
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
誰
で
も
気

軽
に
体
を
動
か
せ
る
環
境
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
な
ど
の
活
動
や
各
種
大
会
へ
の

出
場
に
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、
著

し
い
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
へ

の
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
を
通
じ
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
、
発
展
に
努
め
、
あ
わ
せ

て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
で
49
回
目
を
迎
え
る

村
民
大
運
動
会
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
時
代
を
背
景
に
、
今
後
の
あ

り
方
を
村
政
懇
談
会
に
お
い
て
皆
様

の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

種
目
な
ど
内
容
の
検
討
を
図
り
、

第
50
回
ま
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
間
に
今
後
の
方
向
性
を
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
理

解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　　

今
、
国
で
は
「
働
き
方
改
革
」
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
教
職

員
の
勤
務
時
間
が
問
題
と
さ
れ
て
お

り
、
文
部
科
学
省
は
「
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
に
関
す
る
総
合
的
な

方
策
に
つ
い
て
（
中
間
ま
と
め
）」

に
基
づ
き
、「
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
に
関
す
る
緊
急
対
策
」
を
ま

と
め
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
お
い
て
は
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
骨
子
案
が
示
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
受

け
、
道
教
委
に
お
い
て
は
「
北
海
道

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
が
、
平
成
29

年
度
末
を
め
ど
に
策
定
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
学
校
及
び
教
師
が
担
う
業
務
の

明
確
化
・
適
性
化
」「
学
校
組
織
運

営
体
制
の
あ
り
方
の
見
直
し
」「
勤

務
時
間
の
あ
り
方
に
関
す
る
意
識
改

革
と
制
度
面
の
検
討
」
が
主
な
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
推
進
に
向
け
て
は
、
教
育

委
員
会
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
が

強
力
な
学
校
応
援
団
と
な
り
、
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

り
、「
学
校
が
求
め
て
い
る
も
の
は

何
か
」、
そ
し
て
「
で
き
る
こ
と
は

何
か
」
を
模
索
し
、
教
職
員
の
負
担

軽
減
や
健
康
維
持
を
考
え
、
少
し
で

も
子
ど
も
達
と
向
き
合
う
時
間
を
長

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
働
き

方
改
革
の
議
論
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

る
習
慣
を
促
し
、
生
き
る
力
を
備
え

た
児
童
・
生
徒
を
育
成
で
き
る
食
育

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
々
増
加
し
て
い
る
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
へ
の
対
応
と
し
て
、
保

護
者
と
の
面
談
・
指
導
を
は
じ
め
、

代
替
給
食
の
対
応
、
教
職
員
間
の
情

報
・
対
応
を
共
有
す
る
中
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
へ
の
環
境
を
整
備
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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　早いもので真狩村に来て１年が経ちました。１５年前に初めて倶知
安に住んで以来ずっと「後志に移住したい。人を喜ばせることや人の
役に立つことが好きだからそれを生かせる接客業で仕事がしたい」と
ホテルや旅館、飲食店で経験を積み、夢を持って移住しました。村の
自然や環境に魅了され、たくさんの方に助けられてきました。
　その中でキッチンライカーズというコミュニティをつくり、料理に
関わるイベントを行ってきました。得意な料理と人を喜ばせること、
人の役に立つことをベースに交流したいと思っていたので、特にやり
がいを感じることができ嬉しかったです。一緒に立ち上げてくれた仲
間、応援してくれた地域の方々には本当に感謝しています。夏にはキ
ャンプフェスで「肉巻きおにぎり」を出店し完売、元協力隊の田中氏
のスケートボードショップオープン時には「アレルギーフリークッキ
ー」、「シュガーバターの芋もち」を販売、また、年明けに公民館にて

「中華料理教室」を開催し大好評でした。これからもこのつながりを
大切に、キッチンライカーズは誰がどこにいても参加できるように、
フェイスブックページを作りました。「kitchen Likers」で検索すると
出てきます。レシピや、おいしいお店、料理に関することを更新し、
誰でも参加、閲覧可能なので、何かの役に立つことができればと思っ
ています。ぜひ覗いてみてください。

地域おこし協力隊

活動報告

■第６９回さっぽろ雪まつり
　村では、（公財）北海道市町村振興協会（サマージャンボ宝くじ
の収益金）の助成を受け、「観光・特産品プロモーション事業」を
実施し、道内外における観光 PR イベントへの参加を進めています。
　2 月 9 日（金）は、第 69 回さっぽろ雪まつり「5 丁目東ふれあ
いアート広場」のステージに出演。村職員や協力隊、商工会、観光
協会、道の駅の職員が参加し、観光スポットなどを紹介しました。
　また、会場から参加者を募り、「じゃがいも 1 キロぴったんこゲー
ム」を実施し、特産品も大いにＰＲすることができました。
■ウィンターしりべしフェア
　3 月 5 日（月）は、ヒルトンニセコビレッジ（ニセコ町）にて開
催された後志総合振興局主催「ウィンターしりべしフェア」に参加。
このイベントは、スキーなどでニセコエリアに訪れている外国人旅
行者に、管内の優れた加工食品の試食・試飲等を実施するもので、
村からは（有）湧水の里が出店し、豆腐の試食提供をしました。
　会場に訪れた外国人は少数でしたが、英語版パンフレットの配布
や、外国人に人気の温泉を紹介するなど、「ニセコの隣に位置する
真狩」を PR する貴重な機会となりました。

各地でまっかりをＰＲ！

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を

受
付
し
ま
す

　

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
の

臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

運
転
免
許
証
を
持
っ
て
、
真

狩
駐
在
所
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

＊
一
部
返
納
（
大
型
、
け
ん
引

な
ど
）
に
つ
い
て
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

＊
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
申

請
に
つ
い
て
は
受
付
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
倶
知
安
警
察
署
で
手

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
日
時

　

４
月
26
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
前
11
時

■
持
ち
物　

　

運
転
免
許
証

■
お
問
い
合
わ
せ

　

倶
知
安
警
察
署

　

TEL
２
２
‐
０
１
１
０

今月の担当：金子

＊＊お世話になりました＊＊
金子志穂さんは、地域おこし協
力隊としての活動期間を終え、
卒業します。



13

　老朽化したタンク車（昭和 62 年式）の更新に伴う新型タン
ク車が 3 月 16 日（金）に納車され、職団員に対する取扱訓練
が実施されました。
　導入された新型消防車は 4 輪駆動で 2000 ℓの水を積載して
いる車両で、LED の照明灯、三連梯子、油圧救助器具、エンジ
ンカッター、チェーンソー、可搬式放水銃などを装備しており、
最新鋭の圧縮空気泡消火システム（CAFS( キャフス )）を搭載
している車両となっています。CAFS とは水と消火薬剤を混合
し泡にして噴射する装置で、通常の水消火に比べ少量の水で高
い消火能力を発揮し、ホースの取扱いが容易なこと、消火活動
による下階への水損防止、建物鎮火後の再燃がしにくいなどの
最新の消火システムとなっています。
　真狩支署職員及び消防団員に対する取扱訓練実施後に新型タ
ンク車は第一分団第一班で運用を開始しており、最新車両の導
入で真狩消防団のさらなる災害対応力の向上が期待されます。

　４月２０日（金）～４月３０日（月）までの１１日
間、全道一斉に春の火災予防運動を実施します。
　空気が乾燥したり強い風が吹くこの季節は、火災の
発生しやすい時季を迎えます。
　火災原因の多くは不注意によるものです。火の取扱
には十分に注意し、火災の発生を未然に防ぎましょう。
　火災予防運動期間中、村内を消防車により火災予防
PR を実施致します。
　災害の無い、明るい村づくりのために、「火の用心」
をお願い致します。

真狩消防団に待望の新型消防車導入！

～　火の用心
言葉を形に 週間に　～

春の火災予防運動実施

まっかりジブセッション 2018 を
開催します

　ピョンチャンオリンピックの興奮もまだまだ冷めない
中、真狩村で雪を楽しむ今シーズン最後のイベントを開
催します。
　道の駅真狩フラワーセンター駐車場に雪山を造成し、
スキーやスノーボードでジブ（ボックスやレールなど）
を楽しめるほか、子どもや未経験者はそり遊びなどがで
きます。
　真狩村で春の陽気と残雪を楽しみましょう！
　お誘い合わせのうえ、ご来場ください。
■日時：５月３日（木）午前１０時半～午後４時
■会場：道の駅真狩フラワーセンター駐車場
■お問い合わせ：真狩村観光協会　TEL ４５- ２２４３
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村のホームページをリニューアル！

　この度、真狩村の公式ホームページは、多様な利用者が「だれで
も使いやすい」ホームページを目指して、リニューアルをしました。
　村からの行政情報に加えて、地域のイベント情報などを周知する

「地域のお知らせ」や移住・定住者向けのページを新設するなど、
今後ますます内容を充実させ、更新しますので、ぜひご覧ください。
■真狩村公式ホームページアドレス
　http://www.vill.makkari.lg.jp/

お問い合わせ：総務企画課企画調整係　TEL ４５- ３６１３

国民健康保険税の税率及び賦課方式変更のお知らせ
　平成３０年４月から国保の財政運営の責任主体とし
て、北海道が国保の保険者に加わりました。
　この国保の都道府県化に伴い、財政基盤が安定し、
医療費増加リスクを全道で分散させていくことができ
るようになりました。道としては、今後も全道で同じ
水準の保険税をめざしていきます。
　そのため、道は国保事業納付金に充当するため、道
内の市町村に標準保険料率を示し、村はそれを参考に
保険税率を決定することとなっております。
　このたび、平成３０年度の国保税率が決定しました
のでお知らせするとともに、制度改正に伴い、賦課方
式もこれまでの４方式から資産割を廃止し、３方式に
変更になりましたので併せてお知らせします。
　また、国の制度改正に伴い、保険税の軽減制度の所
得基準額も拡大になりました。
　平成３１年度以降の税率については、国や道の動向
を見極めながら、道が示す標準保険料率を参考に、引
き続き、村で税率を決定する予定です。

　国民健康保険税は、被保険者の前年中の所得等に応じ
て計算し課税されますが、前年中の世帯の総所得金額が
一定基準以下の場合には、国民健康保険税の均等割・平
等割を減額し、負担を軽くする軽減制度があります。こ
のたび、軽減判定所得基準額が拡大になりました。（表
の下線部分）

１. 国民健康保険税率

２. 軽減判定所得について

３. 賦課方式変更の主な理由

　（１）道内の国保加入世帯全体の８割以上が３方式を採用している。
　（２）低所得加入者（無職者、年金生活者などが）道内で半数近く加入している。
　（３）生産性のない住居用資産に対しても賦課をしていた。
　（４）他町村の固定資産は、賦課の対象にできない不公平感がある。
　（５）北海道の標準保険料率の算定でも３方式を採用している。

お問い合わせ：住民課医療保険係　TEL ４５- ３６１２
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移住・定住用のシェアハウスを整備しました

　村では、道の駅真狩フラワーセンター敷地内にある研修
センターを改修し、移住・定住につなげるシェアハウスと
して整備をしました。
　この施設は、しりべしマッチングプランを活用した農業
ヘルパー等の確保対策に利用されるほか、政策的な移住定
住対策にも活用される予定です。
　部屋のタイプは、単身用８室と世帯向け１室で、料金は
月額 15,000 円～となっています。
　利用等については、株式会社真狩フラワー振興公社まで
お問合せください。
　
お問い合わせ：株式会社真狩フラワー振興公社　
　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL ４８－２００７
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税のポスターで入賞３／７

　「第３２回全道中学生の税をテーマとしたポス
ター募集」は、道税の啓発事業の一環として、北海
道が取り組んでいるもので、真狩中学校では１．２
年生全員が冬休みの課題として取り組み、3名の生
徒が入賞しました。
北海道知事賞入選１年生　佐々木颯一郎さん
　　　　　　　　２年生　徳田　小暖さん
北海道教育庁後志教育局長賞優秀賞
　　　　　　　　１年生　高谷　和花さん

マッカリーナで
味覚教室＆マナー教室

３／　５
３／１２

　毎年、卒業を控えた村の小学６年生、中学３年生
を対象にマッカリ―ナさんのご厚意で、食事会が行
われています。小学生には色々な味を知ってもらい
たいと味覚教室を、中学生には大人になるとレスト
ランで食事をする機会もあるだろうとマナー教室が
行われ、子どもたちは給食とは違う雰囲気に緊張し
ながらも食事を楽しんでいました。

真狩高校生が
除雪ボランティア２／２２／２４ 第２１回真狩村民ソフトバレー大会

　真狩高校生が社会教育の一環として、除雪
に困っている高齢者宅や公共施設等の除雪ボ
ランティアを行っています。
　まだ寒い時期でしたが、動くと暑くなり、
上着を脱いで半袖で頑張る生徒の姿も。
　除雪をお願いした方は、「大変助かった」
と嬉しそうでした。

　真狩村民ソフトバレー有志の会（代表：山上忠彦
氏）主催のソフトバレー大会が開催され、１１チー
ム７１名が参加しました。
　日頃からサークル等でバレーを楽しむ高校生以上
の村民をはじめ、近隣町村チームの参加もあり、熱
戦を繰り広げました。

北海道善行賞〈交通安全実践者〉
を受賞しました２／２０

　地域の交通安全運動に積極的に参加され、
交通安全の普及啓発や交通事故防止に精力的
に取り組んでこられたことから、島口勝さん
（字社）、橘正子さん（字真狩）が平成２９年
度北海道善行賞〈交通安全実践者〉を受賞し
ました。おめでとうございます。
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寒い中の熱い戦い！
全日本スノーモビル選手権２／１１3／６ １００歳おめでとうございます

　緑岡の真狩特設コースにて、全日本スノー
モビル選手権第２戦真狩大会が開催されまし
た。吹雪いたり、日が差したりと不安定な天
候でしたが、多くの方観戦に訪れ、選手へ熱
い歓声を送っていました。
　村からは藤川淳さん（字光）がスーパーク
ラスに出場しました。

　大正７年３月６日生まれの長岡ウメさんが、この
度１００歳を迎えられ、北海道福心会真狩羊蹄園で
皆さんとお祝いしました。村からは、佐々木村長も
出席し、お祝いやお花を贈呈しました。
　これからも穏やかに毎日を過ごしてください。

真狩村ホームページ
（http://www.makkari.lg.jp）から、

ご覧ください。

村の話題を毎日お伝えします！
小さな村の日記帳・真狩村ブログ

防災無線の放送内容など暮らしの情報
真狩村 Facebook ページ

３／３ 第３回全道歌うまい王決定戦 in まっかり

　真狩村を楽しむ会（代表・影山尚史氏）主催のチャリティー
イベント「全道歌うまい王決定戦 in まっかり」が開催されま
した。今年は全道各地から歌自慢の３５名が集まり、どの方の
歌声も素晴らしく、審査員の皆さんを悩ませていましたが、佐々
木大輔さん・絵梨香さん（函館市）のデュオが優勝し、多くの
観客から大きな拍手が送られていました。

　日本とロシア両国の地域間交流の推進を図るため、北海
道に対する理解を深めてもらおうと、２３日（火）～２６
日（金）までロシア連邦院の国会議員の皆さんが来道しま
した。
　２４日（水）には、後志管内を訪れ、ヒラフやルスツの
冬季観光施設等を視察し、　真狩村へも来村され、マッカ
リ―ナにて懇談が行われました。村からは佐々木村長と板
敷議長が参加し、地域の医療や経済についてなどをお話さ
れたそうです。
　ロシアの皆さんは、ゆり姉さんを気に入ってくださり、
記念の寄せ書きにもゆり姉さんを描いてくれました。

１／２４ ロシア連邦院国会議員団が来村しました
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○スポーツ賞
真狩高校男子バレーボール部
真狩高校女子バレーボール部
馬渕　紘人
（真狩中学校・クロスカントリー競技、陸上）

　昨年、スポーツにおいて優秀な成績を収められた方の
表彰式が、２月２６日、公民館にて行われました。
　表彰された団体及び個人は次のとおりです。

第４０回真狩村芸能発表大会

スポーツ表彰式　２月２６日

　真狩高校の機能を開放して多様な学習機会を提供す
る、真狩高校学校開放講座が開催されました。
３月１３日はラングドシャ作りが行われ、先生や高校
生の指導の下、北海道の有名なお土産のような四角い
形や丸い形など、参加者それぞれ個性豊かなクッキー
を作っていました。
　１４日は、英会話講座が行われ、真狩村英語指導助
手のローラ・ブルックス先生が、英単語の発音を聞い
て単語を当てるゲームや海外の４コマまんがを読んで
質問に答えるゲームなど、楽しい雰囲気の中、英会話
を学びました。

○スポーツ奨励賞　　　
真狩村野球スポーツ少年団真狩ハンターズ
真狩バレーボール少年団
真狩中学校バレーボール部
小林　駿太（御保内小学校・アルペンスキー）
秋山　侑輝（真狩中学校・バドミントン）
印南　亜久里（真狩中学校・バドミントン）

高校開放講座が実施されました！

　村文化団体協議会（福田恵子会長）主催の「真狩村芸能
発表大会」が２月１８日、公民館で開催されました。
　大正琴や詩吟、舞踊など各サークルの発表や真狩中学校
の合唱、御保内小学校児童のよさこいソーラン、真狩高校
生による浦安の舞が披露されたほか、第４０回を記念して、
各生涯学習会によるカラオケや真狩小学校４年生によるリ
コーダー演奏・合唱なども発表されました。大会の最後に
はテレビにも出演している田村加奈子さんのカラオケが披
露され、その素晴らしい歌声に会場からは惜しみない拍手
が贈られました。

＊敬称略・順不同・個人は在籍時に表彰となった学校

 “真狩村学校支援地域本部事業” のお知らせ

　
　学校支援地域本部事業は、保護者、地域住民、
関係機関・団体等が連携し、地域ぐるみで子ども
たちを育て、学校を支援する体制等を整備するこ
とを目的とし、全国各地で様々な取り組みが行な
われています。また、国では「地域学校協働活動
推進事業」として、学校支援地域本部事業を基盤
にしながら新たな体制の展開を目指しています。
　本村においても、事業の推進母体となる「まっ
かりスクールサポートセンター（通称：ＭＳＣ）」
を平成２０年度に設置し、各学校での様々な学習
活動等に対し、これまで多くの地域住民にご支援
をいただいております。
　スクールガード（挨拶による声かけや交通安全
の呼びかけなどによる見守り活動）や各学校の総
合的な学習への支援などはこの事業の一環として
行われておりますので、地域住民の皆さんのご協
力をよろしくお願いします。
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公民館図書室だより
■開館　火～日曜日
　　　　午前９時～午後９時
■貸出　１人１０冊、１４日間
※図書室に係が不在時は、教育
委員会事務室へお越しください。

◆◇◆　文　芸　◆◇◆
「口笛の上手な白雪姫」小川洋子 
「戦の国」冲方丁
「青くて痛くて脆い」住野よる
「月の炎」板倉俊之
「そして、バトンは渡された」瀬尾まいこ
「伴走者 」浅生鴨

◇◆◇　絵本・児童書　◇◆◇
「きょうのおやつは」あべみち子
「いっせーのばあ　あけてびっくりしかけえほん」 

新井洋行【作・絵】
「恋するいきもの図鑑」 今泉忠明
「くるみのなかには」たかおゆうこ
「ねばらねば なっとう」 

林木林【作】たかおかゆうこ【絵】
「すすめ！かいてんずし」岡田よしたか
「部活系空色ノベルズ ゆけ、シンフロ部！」
　　　　　　　　堀口泰生【小説】青木俊直【絵】

◆◇◆　その 他　◆◇◆
「おいしい大地、北海道」すずきもも
「ほどよく距離を置きなさい」湯川久子
「農村で楽しもう」林美香子
「夢を生きる」羽生結弦
「日本人のしきたりいろは図鑑」 トキオ・ナレッジ
「NHKまる得マガジン 好感度アップ！世界的オペラ
歌手に学ぶいい声トレ」 島村武男 /日本放送協会
「近代日本一五〇年―科学技術総力戦体制の破綻」 

山本義隆
「没頭力 -「なんかつまらない」を解決する技術」 

吉田尚記

◆◆図書室の新しい本◆◆

　悪事を働き、ある雑貨店に忍び込んだ 3人
が偶然事からかつて育った児童養護施設を軸に
過去と現在が交差しながら、でも全部 1つの
線で繋がっている。
　偶然は必然。
　これもナミヤの爺さんの強い思いが起こした
奇蹟かしら？
　いつものミステリーな東野ワールドとは違い
心暖まるファンタジーな 1冊。
... ちょっと泣けます。

詳しくは、
公民館図書

室にある

新着本リス
トをご覧く

ださい！

　今年も３ヶ月があっという間に過ぎ、春の到
来です。今年は積雪量が多く、除雪の毎日に追
われていたのではないでしょうか。
　これからは農作業のシーズンとなり、忙しく
なりそうですね。
　学生の皆さんは４月から学年が上がったり進
学したりと、新しい環境になる方も多いかと思
いますが、気持ちを新たにまた頑張っていきま
しょうね！
　公民館図書室では不定期ではありますが、お
すすめの本を紹介しています。ぜひ遊びに来て
くださいね～！

おすすめの本

「ナミヤ雑貨店の奇蹟」

東野圭吾

「君を描けば嘘になる」綾崎隼
　寝食を忘れて創作に打ち込む主人
公。そんな彼女の前に、ひとりの少
年が現れた。自分にはない技術を持
つ彼にだけは心を開きはじめる。あ
る嵐の夜、２人のアトリエを襲う土
砂崩れが襲い…２人の若き天才を取
り巻く喜びと絶望を描いた、新時代
の愛の物語。

「ぼくはなんでもできるもん」 
いとうみく【作】田中六大【絵】

　保育園では最年長だけど、小学校
に入ると最年少の１年生。上級生や
大人がお世話してくれますが、その
あつかいはなんだかあかちゃんみた
い。「ぼくはぜーんぶひとりででき
る！」自分でできる、という成長す
る喜びをえがいた物語。

インターネットを無料で利用できる

パソコンを 1 台設置しています。

調べものなどにご活用ください。
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こんにちは！保健係です

平成３０年度の保健事業をお知らせします

＊詳細については、住民課保健係（TEL 45-3612）へお問い合わせください。
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発信★子育て支援情報

子育て支援センターゆうゆうの様子

◆時間
　月～金曜日（年末年始、祝日を除く）
　・あそびのひろば　10：00 ～ 16：00
　・子育て相談　　　 8：45 ～ 17：30
◆場所　真狩村字真狩 49-1
◆連絡先　TEL45-2181　FAX45-3528
     e-mail sien_yuyu@vill.makkari.lg.jp

真狩村地域子育て支援センター「ゆうゆう」

●おすすめ絵本
●子育てメモ　おもちゃであそぼう　

「チェーンリング」

　昔懐かしいチェーンリング。いろいろな繋
げ方ができ、子どもは想像力を働かせ、色々
なものに見たてます。食材に見立ててままご
となどごっこ遊びに大活躍。繋げてネックレ
スにすることもできたり、じゃらじゃらと音
を楽しむことも出来ます。また、缶に入れた
り出したりの遊びも出来ます。使い方によっ
て、広がりのあるおもちゃのひとつです。

「はらぺこ　あおむし」 （３歳から）

　日曜日の朝に生まれたちっぽけなあおむし
は、おなかがぺっこぺこ。月曜日にはりんご
を一つ、火曜日にはなしを二つ…。たくさん
たくさん食べて、ふとっちょになったあおむ
し。さなぎになって最後は美しいちょうちょ
に変身します。色鮮やかな絵本で親子で楽し
める一冊です。

◎親子でこいのぼり制作
日時：４月１８日（水）　午前１０時１５分～
場所：子育て支援センター
対象：乳幼児をもつ子育て家庭
◎子育て講座「噛む力と飲み込む力」
日時：５月２１日（月）
場所：保健福祉センター
対象：乳幼児をもつ子育て家庭
◎わらべうた講座
日時：６下旬予定

◆これからの予定◆

　春が待ち待ち遠しい季節になりました。それと同時にゆうゆうを卒業される親子また、新しくゆうゆうの仲
間入りをする親子。出会いと別れの季節となりました。ゆうゆうを卒業する親子の皆さんお元気で！

1/ ３１図書ミニイベント
親子で楽しみました♪ 仲良く作りました☆

３/ １　子育て講座
いい話をたくさん聞けました！

節分親子制作

端午の節句制作
かわいい飾りができました３/ ６　お片づけ講座

ママたちが真剣にお勉強！
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真
狩
村
人
事

※
（

　）
は
前
職

３
月
31
日
付

【
村
長
部
局
】

■
後
志
広
域
連
合
派
遣

　

三
木
勇
人
（
住
民
課
参
事
）

４
月
１
日
付

【
村
長
部
局
】

■
税
務
課
長
兼
固
定
資
産
税
係
長

　

八
丁
幸
一
（
住
民
課
環
境
衛
生

　

係
長
兼
保
健
係
）

■
住
民
課
参
事

　

山
田
浩
二
（
総
務
企
画
課
総
務

　

係
長
）

■
産
業
課
長　

　

大
廣
健
二
（
農
業
委
員
会
事
務

　

局
長
併
任
産
業
課
長
）

■
会
計
管
理
者
・
出
納
室
長

　

本
田
義
次
（
建
設
課
長
）

■
建
設
課
長

　

遠
藤
寿
（
会
計
管
理
者
・
出
納

　

室
長
）

■
産
業
課
耕
地
係
長

　

栁
澤
応
樹
（
産
業
課
耕
地
係
）

■
建
設
課
土
木
建
築
係
長

　

加
藤
克
博（
産
業
課
耕
地
係
長
）

■
総
務
企
画
課
商
工
観
光
係
長

　

北
本
靖
夫
（
税
務
課
固
定
資
産

　

税
係
長
兼
税
務
係
兼
出
納
室
出

　

納
係
）

■
住
民
課
環
境
衛
生
係
長
兼
保
健
係

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

新
人
で
す （
４
月
１
日
付
採
用
）

住民課保健係
管理栄養士
三野　智絵

住民課医療保健係兼戸
籍年金係兼環境衛生係

林　大理

　

谷
口
安（
建
設
課
土
木
建
設
係
長
）

■
産
業
課
農
政
係
長
兼
畜
産
林
務

　

係
長

　

谷
口
泰
之
（
産
業
課
農
政
係
長

　

兼
畜
産
林
務
係
）

■
総
務
課
総
務
係
長

　

馬
渕
拓
哉
（
産
業
課
畜
産
林
務

　

係
長
兼
農
業
振
興
係
）

■
総
務
企
画
課
総
務
係
主
査
兼
財

　

政
係

　

藤
本
篤
（
総
務
企
画
課
商
工
観

　

光
係
長
）

■
総
務
企
画
課
財
政
係
長

　

高
橋
謙
治
（
総
務
企
画
課
総
務

　

係
主
査
兼
財
政
係
）

■
ま
っ
か
り
保
育
所
兼
御
保
内
へ

　

き
地
保
育
所
勤
務

　

松
枝
奈
美
（
真
狩
村
子
育
て
支

　

援
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

■
真
狩
村
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

勤
務

　

佐
藤
栄
梨
（
ま
っ
か
り
保
育
所

　

兼
御
保
内
へ
き
地
保
育
所
勤
務
）

■
産
業
課
畜
産
林
務
係
兼
農
政
係

　

折
内
美
都
（
総
務
企
画
課
企
画

　

調
整
係
）

■
総
務
企
画
課
企
画
調
整
係

　

大
内
祐
希
（
後
志
広
域
連
合
派

　

遣
）

■
税
務
課
固
定
資
産
税
係
兼
税
務

　

係
兼
出
納
室
出
納
係

　

大
元
征
哉
（
住
民
課
医
療
保
健

　

係
兼
戸
籍
年
金
係
兼
環
境
衛
生

　

係
）

■
産
業
課
耕
地
係

　

長
谷
川
斎
（
再
任
用
）　

【
教
育
委
員
会
】

■
教
育
委
員
会
次
長
兼
総
務
係
長

　

兼
真
狩
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長

　

西
田
恵
治
（
総
務
企
画
課
財
政

　

係
長
）

【
農
業
委
員
会
】

■
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

　

釜
野
克
己
（
教
育
委
員
会
次
長

　

兼
総
務
係
長
兼
真
狩
村
学
校
給

　

食
セ
ン
タ
ー
長
）

【
羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
真
狩
支
署
】

■
消
防
団
係
長
兼
庶
務
係　
　

　

川
口
英
明
（
消
防
本
部
）

■
羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
ニ
セ
コ

　

支
署
庶
務
係

　

宮
入
秀
天
（
真
狩
支
署
）

産業課農業振興係
兼畜産林務係
渡辺　健志

総務企画課総務係

久野　綾香

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
（
３
月
31
日
付
退
職
）

長
谷
川　

斎

（
税
務
課
長
）

後
藤
は
る
か

（
住
民
課
保
健
係
管
理
栄
養
士
）
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I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

詳
し
く
は
関
係
機
関
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

問
　

倶
知
安
地
域
事
務
所

TEL
２
３
‐
３
５
４
０

募集種目 受験資格 受付期間 試験日

一般幹部候補生
（一般）

平成30年4月1日現在、
18 歳以上 27 歳未満の者
（平成 4 年 4 月 2 日か
ら平成 13 年 4 月 1 日ま
での間に生まれた者）

平成 30 年
３月 1日

～
5月 1日

1次：5月 26 日

2 次：6月 27 日
　　　　　～ 7月 2日
のいずれか 1日を指定

＊ゴールデンウィークの歯科当番病院
月日 診療時間 病院名

５月３日
９：００
～

１２：００

ぶなの森レインボー歯科クリニック
TEL0136-77-2216

５月４日 京極ようてい歯科
TEL0136-41-2222

５月５日 ふじ歯科クリニック
TEL0136-31-2141

＊平成３０年度当番病院のおしらせ
　当番病院は倶知安厚生病院です。
（倶知安町北４条東１丁目　TEL0136-22-1141）
　夜間…………午後５時から９時まで
　土曜日………午後１２時から５時まで
　休日…………午前９時から午後５時まで
　救急・急病…２４時間対応

◆
予
約
制
で
す

小
樽
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

TEL
０
１
３
４
‐
６
５
‐
５
０
０
２

◆
予
約
申
込
時
に
次
の
こ
と
を
確

認
し
ま
す

①
基
礎
年
金
番
号
（
年
金
手
帳
や
年

金
証
書
な
ど
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の
）
②
相
談
内
容
③
希
望
日

時
（
先
着
順
で
す
）

会場・時間 日　　程

後志労働福祉
センター
（倶知安町）

４月１９日、５月１７日、６月
２１日、７月１９日、８月２３日、
９月２０日、１０月１８日、１１
月２２日、１２月１８日、１月
１７日、２月１４日、３月１４日

　10：30
～ 15：30

岩内地方文化
センター
（岩内町）

４月２６日、５月２４日、６月
２６日、７月２６日、８月３０日、
９月２７日、１０月２５日、１１
月２９日、１２月２０日、１月
２４日、２月２１日、３月１９日

　10：30
～ 16：00

出
張
年
金
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

◆
真
狩
小
学
校

　

教
諭　

飯
島　

直
哉

　
（
倶
知
安
町
立
倶
知
安
小
学
校
）

　

期
限
付
教
諭　

松
本　

純
一

　
（
真
狩
村
立
真
狩
小
学
校
）

　

教
諭　

平
野　

加
奈

　
（
新
規
採
用
）

◆
御
保
内
小
学
校

　

教
頭　

洲
﨑　

陽
一

　
（
室
蘭
市
立
み
な
と
小
学
校
教
諭
）

　

教
諭　

中
村　

泉

　
（
蘭
越
町
立
昆
布
小
学
校
）

◆
真
狩
中
学
校

　校
長　

小
田　

篤
志

　
（
神
恵
内
村
立
神
恵
内
中
学
校
長
）

　

教
諭　

渡
部　

晃
久

　
（
倶
知
安
町
立
倶
知
安
中
学
校
）

　

期
限
付
教
諭　

燕　

優
大

　
（
積
丹
町
立
美
国
中
学
校
）

　養
護
教
諭　

秋
元　

直
子

　（共
和
町
立
共
和
中
学
校
）

◆
真
狩
高
校

　

教
頭　

中
西　

聖

　
（
真
狩
高
等
学
校
教
諭
）

　

教
諭　

吉
田　

仁
嗣

　
（
釧
路
市
立
北
陽
高
等
学
校
）

　

教
諭　

進
木　

澄
人

　
（
美
唄
尚
栄
高
等
学
校
）

　

教
諭　

堀　
　

真
也

　
（
育
児
休
暇
代
替
）

先
生
の
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す（
四
月
一
日
付
）

◆
真
狩
小
学
校

　

教
諭　

工
藤　

真
一

　
（
退
職
）

　

教
諭　

高
岸　

京
平

　
（
蘭
越
町
立
蘭
越
小
学
校
）

　

教
諭　

長
田　

夢

　
（
退
職
）

◆
御
保
内
小
学
校

　

教
頭　

落
合　

顕
治

　
（
積
丹
町
立
美
国
中
学
校
）

　

教
諭　

簗
瀬　

晃
子

　
（
赤
井
川
村
立
都
小
学
校
）

◆
真
狩
中
学
校

　

校
長　

畠
山　

英
敏

　
（
退
職
）

　

教
諭　

殿
村　

美
穂
子

　
（
積
丹
町
立
美
国
中
学
校
）

　

教
諭　

竹
内　

大
地

　
（
余
市
町
立
東
中
学
校
）

　

養
護
教
諭　

久
保
田
梨
香
子

　
（
倶
知
安
町
立
倶
知
安
中
学
校
）

◆
真
狩
高
校

　

教
頭　

藤
井　

勝
巳

　
（
小
樽
潮
陵
高
等
学
校
）

　

教
諭　

中
西　

聖

　
（
真
狩
高
等
学
校
教
頭
）

　

教
諭　

丸
山　

健
尚

　
（
札
幌
琴
似
工
業
高
等
学
校
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　

 

※
（

　）
は
前
任
地

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
　※
（

　）
は
後
任
地

　

教
諭　

惣
藏　

幸
輝

　
（
加
配
）
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●この印刷物は、環境に配慮して、印刷には植物油インキを使用しています。

こんにちはよろしく いつまでもお幸せに   世帯と人口ご冥福をお祈りします
前月末比

お で か け ♪ ゆ り 姉 さ ん

（ ３月末日現在）

世帯　 　   ９４２戸 ( ‐6)

人口　  ２，０５８人(-20)

 （男） 　１，０１４人(-12)

 （女） 　１，０４４人(-  8)

真　狩　池田アイ子
               2/1 （91歳）

真　狩　髙橋　英徳　
            3/6 （52歳）

真　狩　松尾かつみ
3/28 （80歳）

真　狩　大西　信子
3/29 （92歳）

流
れ
来
る
家
族
の
声
を
聞
い
て
み
る

今
の
幸
せ
こ
の
手
の
平
に

谷
口
安
佐
子

亡
き
父
母
も
兄
も
私
も
若
わ
か
し

皆
で
亜
麻
引
く
懐
し
夢
見
る

大
廣
キ
ヨ
ノ

上
葉
に
も
工
夫
を
こ
ら
し
て
捨
て
切
れ
ぬ

高
植
の
野
菜
に
頭
悩
ま
す

気
田

　シ
ナ

春
近
し
夫
が
吟
じ
る
「
水
戸
八
景
」

公
民
館
ホ
ー
ル
に
朗
々
と
流
れ

仁
司

　雅
子

遠
い
む
か
し
思
い
め
ぐ
ら
し
百
歳
近
く

頭
や
体
こ
の
先
い
か
に

池
田

　チ
セ

雪
の
中
蕾
ふ
る
わ
す
菊
の
花

鉢
に
植
え
や
り
黄
色
い
笑
顔

池
田

　清
美

人
波
に
揉
ま
れ
流
さ
れ
娘
の
家
に

辿
り
つ
く
ま
で
我
は
難
民

筒
井

　淑
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しりべし弁護士相談センター

　行政とのパイプ役を務めておりますので、行政に対す
る苦情や要望、困っていることなどがございましたら、
お気軽にご相談ください。
　　　　　　   真狩村行政相談委員  大西正則

真狩村字社 23番地 22（TEL45―2919）

後志地域のみなさんの法律相談をお受けします
  ４月の相談日程

４日（水）・１１日（水）・１８日（水）・２５日（水）
  ５月の相談日程
２日（水）・９日（水）・１６日（水）・２３日（水）・３０日（水）
　○事前予約制　
　○予約受付　平日午前１０時～午後４時
　○電話　０１３５（６２）８３７３
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撮影・二階堂茂樹さん

ご利用ください
ようてい地域消費生活相談窓口
相談専用電話０１３６－４４－１６００
平日   午前８時４０分～午後 5時１５分
悪徳商法や商品の安全性などのご相談に
専門相談員が対応します。お気軽にご相
談ください。（従来どおり役場総務企画
課総務係でも相談できます。）

　3月 24 日（日）に地域クラウド交流会が
開催され、ワタシも参加してきました。
　ラジオ体操を参加者と一緒にやったよ♪久
しぶりに体を動かしてきもちよかった～♪
　みんなも身体を動かしてリフレッシュして
ね☆

行政への苦情は行政相談委員へ


